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陸
機
の
天
人
対
|
|
先
秦
か
ら
西
晋
に
至
る
対
偶
の
一
様
相
|
|
は
じ
め
に
|
|
「
夫
人
対
」
と
は
標
題
の
「
天
人
対
」
と
は
、
筆
者
の
造
語
で
、
自
然
と
人
事
を
対
照
的
に
配
す
対
偶
を
指
す
。
こ
う
し
た
、
自
然
と
人
事
の
対
偶
を
意
味
す
る
特
定
の
呼
称
が
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
見
出
せ
な
い
た
め
、
敢
え
て
用
い
る
。
呼
称
の
み
な
ら
ず
、
『
文
心
離
龍
」
や
『
文
鏡
秘
府
論
』
『
六
朝
麗
指
』
な
ど
の
文
芸
理
論
書
が
対
句
を
論
じ
た
部
分
に
も
、
自
然
と
人
事
の
対
偶
を
こ
と
さ
ら
取
り
上
げ
た
箇
所
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
先
行
研
究
で
は
、
高
橋
和
巳
「
陵
機
の
伝
記
と
そ
の
文
学
」
第
六
章
が
、
陸
機
「
豪
士
賦
一
院
」
の
二
聯
を
引
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
「
落
葉
は
微
風
を
俊
っ
て
以
て
慣
つ
。
而
れ
ど
も
風
の
カ
は
蓋
し
寡
し
。
/
孟
嘗
は
嘉
門
に
遭
い
て
而
し
て
泣
く
。
而
れ
ど
も
琴
の
感
は
以
て
末
な
り
。
」
/
文
体
構
成
上
か
ら
み
る
と
き
、
か
か
る
自
然
と
人
事
の
対
比
に
よ
る
対
句
は
、
詩
賦
表
現
史
上
ほ
と
ん
ど
前
人
未
踏
の
も
の
で
あ
る
」
。
佐
保
子
竹
だ
が
、
「
自
然
と
人
事
の
対
比
」
に
よ
る
叙
述
そ
れ
自
体
は
、
中
国
の
「
詩
賦
表
現
史
上
」
稀
で
は
な
く
、
む
し
ろ
常
套
に
属
す
る
手
法
で
は
な
い
か
と
、
「
詩
経
」
以
来
の
文
学
作
品
を
知
る
者
な
ら
誰
し
も
が
思
う
。
そ
も
そ
も
『
詩
経
』
の
毛
伝
に
い
う
「
興
」
が
、
人
事
を
自
然
現
象
に
よ
っ
て
歌
い
興
す
形
を
取
る
。
と
は
い
え
、
「
自
然
と
人
事
の
対
比
L
を
対
偶
に
整
え
た
フ
レ
ー
ズ
が
、
少
な
く
と
も
陸
機
に
至
る
ま
で
の
現
存
す
る
詩
賦
を
見
る
か
ぎ
り
、
決
し
て
多
く
は
な
い
こ
と
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。
量
的
に
乏
し
い
の
み
な
ら
ず
、
質
的
に
も
目
を
見
張
る
成
就
を
理
け
て
い
な
い
こ
と
は
、
『
文
書
等
の
選
集
に
収
め
ら
れ
る
詩
文
に
、
そ
う
し
た
対
偶
が
少
な
い
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
ま
た
、
「
文
心
離
龍
』
、
『
文
鏡
秘
府
論
』
な
ど
の
対
句
論
に
、
自
然
と
人
事
の
対
偶
が
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
所
以
も
推
し
量
り
得
る
。
お
そ
ら
く
自
然
と
人
事
の
対
偶
は
、
こ
と
さ
ら
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
当
時
の
文
壇
・
詩
壇
に
盛
行
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
し
、
取
り
上
げ
る
に
足
る
ほ
ど
の
傑
作
に
も
乏
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
陸
機
の
天
人
対
は
、
中
国
古
典
詩
学
の
中
で
い
か
な
る
位
置
を
占
め
る
の
か
。
ま
た
そ
れ
が
高
橋
論
の
記
す
よ
仰
う
に
「
前
人
未
踏
の
も
の
」
で
あ
る
な
ら
、
い
か
な
る
点
で
そ
う
言
他
え
る
の
か
。
糊
二
「
天
」
字
と
「
人
」
字
の
対
偶
の
陸
機
詩
賦
に
お
け
る
天
人
対
は
、
大
き
く
二
類
に
分
け
ら
れ
る
。
第
m同矧
一
類
は
、
文
字
通
り
「
天
」
字
と
「
人
」
字
を
対
に
し
た
対
偶
で
あ
封
り
、
も
っ
ぱ
ら
詩
に
の
み
、
五
例
見
出
さ
れ
る
。
第
二
類
は
、
天
、
す
献
な
わ
ち
自
然
現
象
と
、
人
、
す
な
わ
ち
人
事
か
ら
、
具
体
的
な
事
象
西
を
一
例
ず
つ
選
び
取
り
、
そ
れ
ら
を
対
偶
に
配
し
た
叙
述
で
あ
る
。
前
川
掲
高
橋
論
文
の
引
く
「
豪
土
賦
序
」
と
さ
ら
に
「
歎
逝
賦
」
(
『
文
選
」
餓
巻
十
六
)
に
一
例
ず
っ
、
及
び
「
演
連
珠
」
五
十
首
(
同
巻
五
十
五
)
一
に
=
一
例
と
、
と
れ
も
総
計
五
例
見
ら
れ
る
。
対
最
初
に
、
第
一
類
の
「
天
」
字
と
「
人
」
字
に
よ
る
対
偶
を
見
よ
以
う
。
陸
機
以
前
の
詩
賦
に
お
い
て
、
乙
の
対
偶
は
、
「
人
」
字
を
そ
の
ρ
類
語
の
「
民
」
等
ま
で
に
拡
大
し
て
も
、
以
下
の
数
例
に
止
ま
る
。
引
間
用
文
と
訳
文
中
の
セ
ミ
コ
ロ
ン
は
、
そ
の
前
後
の
句
や
聯
が
対
偶
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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雷
隆
隆
而
概
息
A
H
J
;
火
焔
織
而
速
滅
。
自
天
物
有
盛
衰
守
・
'
況
人
事
之
所
極
。
雷
は
ご
ろ
ご
ろ
い
っ
て
は
止
み
'
火
は
め
ら
め
ら
燃
え
て
も
す
ぐ
消
え
る
。
天
に
属
す
る
物
た
ち
に
す
ら
盛
衰
が
あ
る
の
だ
か
ら
・
・
人
に
属
す
る
事
が
ら
の
行
き
着
く
先
は
な
お
の
こ
と
。
(
揚
雄
「
太
玄
賦
」
『
古
文
苑
』
巻
四
)
天
地
無
期
寛
・
'
民
生
甚
局
促
。
天
と
地
に
終
わ
る
時
は
な
い
が
・
，
民
の
一
生
は
は
な
は
だ
慌
た
だ
し
い
。
(
劉
臨
「
詩
」
『
太
平
御
亘
巻
八
七
O
)
天
地
無
終
極
・
'
人
命
若
朝
霜
。
天
と
地
に
極
ま
り
は
な
い
が
・
，
人
の
命
は
朝
の
霜
の
よ
う
。
(
曹
植
「
送
応
氏
詩
」
二
首
其
の
二
『
文
選
」
巻
ニ
O
)
人
生
若
塵
露
・
'
天
道
寛
悠
悠
。
人
の
一
生
は
鹿
や
露
の
よ
う
・
'
天
の
道
は
畢
寛
果
て
し
な
い
。
(
院
籍
「
詠
懐
詩
」
八
十
二
首
其
三
十
二
『
院
歩
兵
詠
懐
詩
注
』
)
天
時
有
否
泰
-
'
人
事
多
盈
沖
。
天
の
時
は
通
じ
た
り
塞
が
っ
た
り
・
'
人
の
事
柄
に
満
ち
欠
け
は
多
い
。
(
院
籍
「
詠
懐
詩
」
八
十
二
首
其
四
十
ニ
同
右
)
天
地
悠
長
・
，
人
生
若
忽
。
天
と
地
は
は
る
か
に
続
き
・
'
人
の
一
生
は
あ
っ
と
い
う
問
。
(
郭
湿
叔
「
贈
」
四
首
其
四
「
駒
山
康
集
校
注
』
巻
一
)
人
生
寿
促
・
'
天
地
長
久
。
22 
人
の
命
は
せ
き
た
て
ら
れ
る
が
・
，
天
と
地
は
い
く
久
し
い
。
(
愁
康
「
兄
秀
才
公
穆
入
軍
贈
詩
」
十
九
章
其
八
同
巻
ご
現
存
す
る
例
に
見
る
限
り
、
三
国
貌
の
頃
か
ら
増
加
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
右
の
七
例
中
、
揚
雄
賦
と
院
籍
詩
其
の
四
十
こ
と
を
除
く
五
例
ま
で
が
、
「
天
」
の
長
久
と
「
人
」
の
短
命
と
を
対
際
的
に
配
は
ん
つ
い
し
て
お
り
、
句
同
士
の
趣
旨
が
逆
方
向
と
な
る
反
対
を
形
作
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
反
対
の
「
天
」
「
人
」
対
は
、
陸
機
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
張
協
「
北
芭
に
登
る
賦
」
(
『
芸
文
類
衆
』
巻
七
)
に
も
、
次
の
よ
う
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
何
天
地
之
難
窮
'
悼
人
生
之
危
浅
。
何
と
天
地
の
窮
め
が
た
い
こ
と
'
哀
し
い
の
は
人
の
一
生
の
危
う
い
短
さ
。
で
は
、
陸
機
に
お
い
て
は
ど
う
か
。
天
道
夷
且
簡
.
，
人
道
隙
而
難
。
休
相
官
相
乗
岡
、
翻
問
視
若
波
澗
。
天
の
道
は
平
ら
か
で
容
易
・
・
人
の
道
は
険
し
く
て
困
難
。
(
人
の
道
は
)
善
し
悪
し
が
入
り
混
じ
り
、
く
つ
が
え
っ
て
は
波
の
よ
う
。
(
「
君
子
行
」
「
文
選
』
巻
二
八
)
墳
税
日
月
多
、
松
柏
轡
芭
芭
。
天
道
信
崇
替
'
人
生
安
得
長
。
士
銀
頭
は
日
に
月
に
多
く
、
針
葉
樹
は
欝
蒼
と
茂
る
。
天
の
道
が
た
し
か
に
興
廃
す
る
の
に
・
'
人
の
一
生
が
ど
う
し
て
と
こ
し
え
で
あ
り
得
ょ
う
。
(
「
門
有
車
馬
客
行
」
『
文
選
』
巻
二
八
)
天
道
有
迭
代
・
，
人
道
無
久
盈
。
部
哉
牛
山
歎
、
未
及
至
人
情
。
天
の
道
に
交
替
が
あ
る
の
だ
か
ら
・
・
人
の
道
が
盈
ち
た
ま
ま
で
は
い
ら
れ
な
い
。
愚
か
な
こ
と
よ
斉
の
景
公
が
死
に
ゆ
く
我
が
身
に
涙
し
た
牛
首
山
で
の
歎
き
は
、
そ
れ
は
い
ま
だ
至
人
の
心
に
及
び
得
て
い
な
い
。
(
「
斉
彊
行
」
『
文
選
』
巻
二
八
)
天
道
有
遷
易
・
，
人
理
無
常
全
。
男
悦
智
傾
愚
・
'
女
愛
衰
避
折
。
天
の
道
に
移
り
変
わ
り
が
あ
る
の
だ
か
ら
・
，
人
の
世
の
こ
と
わ
り
に
円
か
さ
は
続
か
な
い
。
男
の
世
界
で
は
と
か
く
智
者
が
愚
者
を
し
り
ぞ
け
・
'
女
の
世
界
で
は
と
か
く
容
色
衰
え
た
者
が
美
人
を
避
け
る
。
(
「
塘
上
行
」
『
文
選
』
巻
二
八
)
天
歩
多
娘
・
'
性
命
難
誓
。
常
恨
頚
弊
、
孤
魂
殊
育
。
天
の
歩
み
は
険
し
さ
に
満
ち
'
い
の
ち
は
請
け
合
い
が
た
い
。
い
つ
も
恐
れ
る
の
は
崩
折
れ
て
、
魂
が
辺
境
に
漂
う
こ
と
。
(
「
与
弟
清
河
雲
」
十
章
其
の
七
「
文
館
詞
林
』
巻
一
五
一
一
)
は
ん
つ
い
陸
機
の
五
例
で
、
劉
禎
詩
か
ら
張
協
賦
ま
で
の
反
対
の
書
き
方
を
削
岩
う
の
は
「
君
子
行
」
一
例
に
止
ま
る
。
他
の
四
例
は
、
人
の
世
が
長
ら
い
得
な
い
の
と
同
様
、
「
天
」
も
「
崇
替
」
「
迭
代
」
「
遷
易
」
し
「
多
娘
」
で
あ
る
と
詠
い
、
対
句
の
双
方
で
同
趣
旨
を
繰
り
返
す
同
対
と
の
な
る
。
一
般
に
同
対
は
、
意
外
性
と
変
化
に
乏
し
い
点
で
反
対
よ
り
附
も
「
劣
」
る
と
さ
れ
る
抗
、
陸
機
の
四
例
は
、
「
天
」
の
長
久
を
手
放
一
し
に
前
提
と
す
る
三
国
以
来
の
多
数
を
占
め
る
天
人
対
に
対
し
、
敢
柑
え
て
異
色
さ
を
打
ち
出
す
も
の
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
」
怖
か
く
「
天
」
と
「
人
」
と
を
無
常
に
お
い
て
同
調
さ
せ
る
対
句
は
、
脚
前
掲
し
た
よ
う
に
、
陸
機
に
先
ん
じ
て
揚
雄
「
太
玄
賦
」
と
院
籍
「
詠
矧
懐
詩
」
に
一
例
ず
つ
見
出
せ
る
。
揚
雄
「
太
玄
賦
」
の
「
天
物
に
盛
計
一
一
震
有
り
」
は
、
「
太
玄
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
賦
題
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
散
る
よ
う
に
、
『
易
』
の
循
環
の
論
理
に
遡
源
す
る
。
院
籍
「
詠
懐
詩
」
西
其
四
十
二
の
「
天
時
に
否
泰
有
り
」
の
「
否
」
と
「
泰
」
も
、
『
易
』
叫
の
卦
を
指
し
て
い
る
。
両
者
の
「
天
」
「
人
」
対
は
、
『
易
』
の
論
理
綿
を
媒
介
に
、
「
人
」
の
「
極
ま
る
所
」
あ
る
根
拠
を
「
天
」
に
求
め
る
一
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
「
天
」
だ
げ
は
長
久
だ
と
し
て
「
天
」
対
を
祭
り
上
げ
る
楽
天
性
と
は
異
な
り
、
『
易
』
を
媒
介
と
す
る
思
弁
性
以
と
、
そ
の
思
弁
性
に
基
づ
い
て
「
天
」
に
す
ら
無
常
を
刻
印
せ
ず
に
の
は
い
な
い
あ
る
悲
観
性
と
を
内
包
し
て
い
よ
う
。
前
掲
し
た
陸
機
の
幽
四
例
の
「
天
」
「
人
」
対
は
、
こ
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。
そ
の
意
味
で
際
機
の
四
例
は
、
一
見
平
凡
な
同
対
の
装
い
を
呈
し
な
が
ら
も
、
「
天
」
を
無
常
性
の
例
外
と
す
る
三
国
以
来
の
「
天
」
「
人
」
対
を
排
23 
し
、
揚
雄
「
太
玄
賦
」
や
院
籍
「
詠
懐
詩
」
其
四
十
二
の
思
弁
性
と
悲
観
性
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
「
人
」
を
「
天
」
に
同
調
さ
せ
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
具
体
的
事
象
を
配
す
る
天
人
対
以
上
は
第
一
類
の
、
「
天
」
字
と
「
人
」
字
に
よ
る
対
偶
の
例
だ
が
、
で
は
、
第
二
類
の
、
「
天
」
す
な
わ
ち
自
然
現
象
と
、
「
人
」
す
な
わ
ち
人
事
か
ら
、
具
体
的
な
事
象
を
選
び
配
し
た
対
偶
は
ど
う
か
。
自
然
と
人
事
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
例
を
配
し
た
対
偶
は
、
第
二
章
に
見
た
「
天
」
字
と
「
人
」
字
と
を
直
接
に
対
に
し
た
対
偶
よ
り
は
頻
見
し
、
製
作
年
代
も
よ
り
古
く
ま
で
遡
る
。
す
で
に
『
詩
経
』
の
斉
風
「
載
駆
」
の
第
三
章
と
第
四
章
、
お
よ
び
大
雅
「
江
漢
」
の
第
一
章
と
第
二
章
に
、
具
体
的
事
象
に
よ
る
天
人
対
が
あ
る
。
決
水
湯
湯
'
行
人
彰
彰
。
魯
道
有
蕩
・
・
斉
子
鞠
期
。
放
水
浴
泊
・
'
行
人
保
保
。
魯
道
有
蕩
・
'
斉
子
遊
数
。
淡
水
は
ひ
ろ
び
ろ
'
道
行
く
人
は
ぞ
ろ
ぞ
ろ
。
魯
園
の
道
は
平
ら
か
で
'
斉
の
む
す
め
は
ふ
わ
ふ
わ
と
。
波
水
は
と
う
と
う
・
'
道
行
く
人
は
ど
ん
ど
ん
。
魯
園
の
道
は
平
24 
ら
か
で
・
'
斉
の
む
す
め
は
わ
が
ま
ま
に
。
江
漢
浮
浮
・
'
武
夫
治
活
。
匪
安
匪
遊
、
准
夷
来
求
。
(
中
略
)
江
漠
湯
湯
'
武
夫
洗
流
。
経
営
四
方
、
告
成
子
王
。
江
と
漢
と
は
威
勢
よ
く
・
，
も
の
の
ふ
た
ち
は
は
て
し
な
く
。
休
ま
ず
遊
ば
ず
粛
々
と
、
准
の
エ
ピ
ス
を
攻
め
に
来
る
。
(
中
略
)
江
と
漢
と
は
ひ
ろ
び
ろ
と
・
'
も
の
の
ふ
た
ち
は
勇
ま
し
く
。
四
方
を
伐
っ
て
鎮
め
て
は
、
王
に
勝
利
を
告
げ
知
ら
す
。
前
者
の
二
つ
の
「
波
水
」
ニ
句
と
、
後
者
の
ニ
つ
の
「
江
漢
」
ニ
句
と
が
、
ど
ち
ら
も
、
豊
か
な
川
の
流
れ
と
多
勢
の
人
の
群
れ
を
対
に
配
し
た
、
天
人
対
に
な
っ
て
い
る
。
『
詩
経
』
の
後
に
は
、
李
斯
「
秦
の
始
皇
帝
に
上
書
す
」
(
「
文
選
』
巻
=
一
十
九
)
の
中
に
、
対
を
構
成
す
る
聯
を
三
聯
以
上
重
ね
る
、
い
わ
ゆ
る
鼎
足
対
の
形
で
見
出
さ
れ
る
。
同
意
の
例
を
三
つ
以
上
列
ね
て
畳
み
か
け
る
叙
述
法
は
戦
園
諸
子
の
言
説
に
頻
見
す
る
が
、
こ
れ
を
対
偶
に
整
え
た
の
が
、
李
斯
の
上
書
の
、
以
下
の
三
聯
で
あ
る
。
太
山
不
譲
土
壊
、
故
能
成
其
大
'
河
海
不
択
細
流
、
故
能
就
其
深
-
-
王
者
不
却
衆
庶
、
故
能
明
其
徳
。
太
山
は
土
く
れ
を
退
け
な
い
か
ら
、
大
き
く
な
り
得
ま
す
'
川
や
海
は
細
い
流
を
選
り
分
け
な
い
か
ら
、
深
く
な
り
得
ま
す
・
，
王
者
は
民
び
と
を
去
ら
せ
な
い
か
ら
、
徳
を
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
す
。
右
の
鼎
足
対
の
主
意
は
「
王
者
」
聯
に
あ
り
、
「
太
山
」
聯
と
「
河
海
」
聯
は
、
「
王
者
」
聯
を
比
喰
す
る
と
と
も
に
、
自
然
現
象
に
よ
っ
て
「
王
者
」
聯
の
主
張
を
裏
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
管
子
』
に
は
、
「
海
は
水
を
辞
せ
ず
、
故
に
能
く
其
の
大
い
さ
を
成
す
。
山
は
土
を
辞
せ
ず
、
故
に
能
く
其
の
高
さ
を
成
す
。
明
主
は
人
を
厭
わ
ず
、
故
に
能
く
其
の
衆
を
成
す
」
(
『
文
選
』
巻
四
十
七
陸
機
「
漢
高
祖
功
巨
額
」
李
善
注
)
と
あ
る
。
一
ニ
聯
目
が
字
余
り
と
な
り
厳
密
な
対
偶
か
ら
僅
か
に
外
れ
る
の
だ
が
、
李
斯
の
上
書
と
ほ
ぽ
同
意
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
人
事
を
一
例
、
自
然
現
象
を
二
例
連
ね
て
い
る
。
こ
う
し
た
鼎
足
対
は
、
前
漢
の
王
褒
「
四
子
諮
徳
論
」
(
『
文
選
』
巻
五
十
二
、
後
漢
の
班
彪
「
王
命
論
」
(
同
巻
五
十
二
)
、
曹
貌
の
李
康
「
運
命
論
」
(
同
巻
五
十
=
一
)
な
ど
、
諸
子
の
言
説
の
流
れ
を
汲
む
と
見
ら
れ
る
「
論
」
の
ジ
ャ
ン
ル
の
修
辞
に
承
け
継
が
れ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
王
褒
の
論
に
は
、
「
千
金
の
装
は
、
一
狐
の
肢
の
み
に
非
ず
，
大
度
の
材
は
、
一
丘
の
木
の
み
に
非
ず
'
大
平
の
功
は
、
一
人
の
略
の
み
に
非
ざ
る
な
り
」
、
班
彪
の
論
に
は
「
駕
窪
の
乗
は
、
千
旦
の
塗
を
駒
せ
ず
・
・
鷲
雀
の
隠
は
、
六
闘
の
用
を
奮
わ
ず
・
・
箕
挽
の
材
は
、
棟
梁
の
任
を
荷
わ
ず
・
・
斗
管
の
子
は
、
帝
王
の
重
き
を
乗
ら
ず
」
、
李
康
〈
だ
っ
ち
も
り
の
論
に
は
「
木
林
よ
り
秀
づ
れ
ば
、
風
は
必
ず
こ
れ
を
擢
く
・
'
堆
せ
の
岸
よ
り
出
づ
れ
ば
、
流
れ
は
必
ず
こ
れ
を
端
く
・
'
行
い
人
よ
り
高
附
け
れ
ば
、
衆
は
必
ず
こ
れ
を
折
る
」
と
あ
る
。
中
間
の
班
彪
の
鼎
足
一
対
に
至
っ
て
は
、
人
事
の
一
例
に
対
し
て
、
自
然
現
象
を
=
一
例
連
ね
社
る
、
四
聯
の
対
偶
を
な
し
て
い
る
。
報
如
上
の
、
二
例
以
上
を
連
ね
た
自
然
現
象
を
一
例
に
省
略
し
、
人
ゆ
事
の
一
例
に
対
さ
せ
れ
ば
、
先
の
「
詩
経
』
の
「
戟
駆
」
や
「
江
漢
」
糊
と
同
じ
型
に
な
る
。
そ
う
し
た
型
の
天
人
対
は
、
李
斯
「
上
書
」
の
討
中
に
も
一
例
あ
り
、
李
斯
以
後
で
は
『
文
選
』
巻
二
十
九
所
収
「
古
取
詩
」
十
九
首
其
の
八
、
『
華
陽
一
回
志
』
巻
一
巴
志
所
引
の
後
漢
末
の
作
西
と
さ
れ
る
無
名
氏
の
詩
、
『
古
文
苑
』
巻
八
が
孔
融
「
臨
終
詩
」
と
し
村
て
引
く
詩
な
ど
に
見
え
出
。
陸
機
と
同
時
代
で
は
、
潜
岳
「
西
征
賦
」
締
(
『
文
選
』
巻
十
)
や
「
楊
剤
州
諒
」
(
同
巻
五
十
六
)
、
左
思
の
「
貌
一
都
賦
」
(
同
巻
六
)
や
「
詠
史
詩
」
八
首
其
の
八
(
同
巻
二
十
一
)
、
陵
対
雲
「
郡
陽
府
君
張
仲
腐
に
贈
る
詩
」
五
章
其
の
一
と
其
の
三
(
『
普
二
一
山
俊
先
生
文
集
陸
士
龍
文
集
』
巻
=c
や
「
呉
王
上
将
顧
処
微
に
答
の
う
る
詩
」
九
章
其
の
一
(
向
巻
三
)
、
「
鄭
隻
季
に
贈
る
詩
」
の
「
南
峨
衡
」
五
章
其
の
一
一
一
(
『
文
館
一
詞
林
』
巻
一
五
六
)
な
ど
に
も
見
出
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
潜
岳
「
西
征
賦
」
と
陸
雲
「
郷
憂
季
に
贈
る
詩
」
か
ら
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
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動
松
彰
於
歳
寒
・
・
貞
臣
見
於
園
危
。
強
い
松
は
寒
い
時
季
に
際
立
ち
・
'
節
義
あ
る
臣
下
は
国
の
危
機
に
現
れ
る
。
和
壁
在
山
、
刑
林
玉
潤
・
・
之
子
子
潜
、
清
輝
遠
振
。
和
氏
の
玉
が
山
に
あ
る
と
、
刑
の
林
も
玉
の
よ
う
に
潤
う
・
'
こ
の
人
が
こ
こ
に
潜
ん
で
い
る
と
、
清
い
輝
き
が
遠
く
ま
で
き
ら
め
く
。
留
意
さ
れ
る
の
は
、
以
上
の
「
詩
経
』
か
ら
陸
雲
詩
ま
で
の
天
人
対
が
、
す
べ
て
対
偶
の
双
方
で
類
似
の
趣
旨
を
繰
り
返
す
、
同
対
を
な
M
U
ん
つ
い
す
乙
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
反
対
を
な
す
天
人
対
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
ま
ず
潜
岳
の
哀
辞
や
賦
に
五
例
、
つ
い
で
陸
雲
の
詩
に
一
例
現
れ
る
。
た
と
え
ば
潜
岳
「
京
陵
女
公
子
王
氏
哀
辞
」
(
『
芸
文
類
衆
』
巻
三
十
四
)
は
次
の
よ
う
で
あ
日
。
岐
校
宵
月
、
抑
制
盈
戦
微
・
'
冥
冥
公
子
、
一
往
不
追
。
岐
々
と
照
る
夜
の
月
は
、
満
ち
た
り
欠
け
た
り
・
人
だ
が
)
陰
々
と
暗
い
中
の
姫
君
は
、
ひ
と
た
び
去
っ
て
追
う
べ
く
も
な
い
。
こ
れ
は
、
第
二
章
に
挙
げ
た
、
「
天
」
字
と
「
人
」
字
を
直
接
に
対
に
し
た
「
天
」
「
人
」
対
を
想
起
さ
せ
る
。
先
述
の
通
り
、
そ
の
三
国
貌
の
詩
に
は
、
た
と
え
ば
曹
植
「
応
氏
を
送
る
」
詩
の
「
天
地
に
終
極
無
く
・
'
人
命
は
朝
霜
の
若
し
」
の
よ
う
に
、
「
天
」
の
永
遠
と
「
人
」
U
ん
つ
い
の
無
常
を
対
服
的
に
配
し
た
反
対
が
多
か
っ
た
。
潜
岳
の
哀
辞
は
、
と
の
「
天
」
と
「
人
」
と
を
、
よ
り
限
定
的
な
「
宵
月
」
と
「
公
子
」
に
6
絞
り
込
ん
だ
も
の
と
言
え
る
0
2
 
つ
ま
り
、
右
の
潜
岳
哀
辞
の
修
辞
は
、
『
詩
経
』
以
来
の
天
人
対
の
型
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
ζ
に
三
国
以
来
の
「
天
」
「
人
」
対
の
常
套
で
あ
る
反
対
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
、
い
わ
ば
両
者
の
融
合
態
と
言
い
得
、
そ
の
意
味
で
の
新
し
さ
を
備
え
て
い
る
。
し
か
も
こ
う
し
た
具
体
的
な
事
象
に
よ
る
天
人
対
は
、
現
存
の
作
に
見
る
限
り
、
陸
機
に
は
第
二
章
冒
頭
に
記
し
た
と
お
り
五
例
あ
る
が
、
潜
岳
か
ら
は
管
見
の
限
り
で
も
同
対
を
二
例
と
反
対
を
五
例
、
陸
雲
か
ら
も
同
対
を
四
例
と
反
対
を
一
例
、
そ
れ
ぞ
れ
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
少
な
く
と
も
量
的
に
は
、
具
体
的
な
事
象
に
よ
る
天
人
対
を
多
く
試
み
た
の
は
、
第
一
に
潜
岳
で
あ
り
、
陸
雲
も
兄
の
陸
機
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
陸
機
「
豪
士
賦
序
」
や
「
歎
逝
賦
」
の
天
人
対
は
、
本
当
に
「
詩
経
」
「
載
駆
」
以
下
陸
雲
詩
ま
で
の
天
人
対
と
同
型
・
同
質
な
の
か
。
四
輸
と
被
喰
輸
と
犠
|
|
「
豪
士
賦
序
」
の
天
人
対
(
1
お
よ
び
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
『
詩
経
』
「
戦
駆
」
以
下
の
天
人
対
で
は
、
天
人
対
の
う
ち
の
人
事
を
語
る
方
の
句
や
聯
が
、
天
人
対
の
前
後
の
文
章
と
統
辞
的
に
連
接
し
、
全
体
の
主
意
と
な
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
一
環
を
形
作
っ
て
い
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
章
の
冒
頭
に
挙
げ
た
『
詩
経
』
「
載
駆
」
の
「
放
水
湯
湯
た
り
・
'
行
人
影
彰
た
り
。
魯
道
に
蕩
た
る
有
り
、
斉
子
靭
朔
す
」
に
お
い
て
、
「
波
水
湯
湯
た
り
」
に
、
天
人
対
直
後
の
「
魯
道
」
二
句
と
の
字
義
通
り
の
結
び
付
き
は
乏
し
い
が
、
と
れ
と
対
を
為
す
「
行
人
彰
彰
た
り
」
の
方
は
、
ま
さ
に
そ
の
「
魯
道
」
の
状
ひ
ろ
況
を
物
語
る
。
「
蕩
」
い
「
魯
道
」
を
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
「
行
人
」
が
「
彰
彰
」
と
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
る
。
そ
の
「
行
人
」
た
ち
を
限
中
に
置
か
ず
に
「
斉
子
」
が
羽
田
を
外
し
て
い
る
、
と
「
戦
駆
」
は
歌
う
。
「
魯
道
」
二
句
に
対
し
て
「
行
人
」
句
は
統
辞
的
、
「
淡
水
」
句
は
そ
の
「
行
人
」
勾
に
対
し
て
範
列
的
関
係
に
あ
り
、
「
波
水
」
句
は
輸
、
「
行
人
」
句
は
被
職
、
と
位
置
付
け
得
る
。
続
く
李
斯
の
「
泰
の
始
皇
帝
に
上
書
す
」
も
、
同
様
で
あ
る
。
「
上
書
」
は
冒
頭
に
「
臣
聞
く
、
吏
客
を
逐
う
こ
と
を
議
す
と
。
窃
か
に
以
為
う
に
過
ま
て
り
と
」
と
述
べ
、
「
上
書
」
全
文
の
主
意
が
、
余
所
者
の
放
逐
を
企
て
る
役
人
へ
の
反
駁
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
太
山
は
土
壌
を
譲
ら
ず
、
放
に
能
く
其
の
大
い
さ
を
成
す
・
'
河
海
は
細
流
を
択
ば
ず
、
故
に
能
く
其
の
深
き
を
就
す
・
'
王
者
は
衆
庶
を
却
け
ず
、
故
に
能
く
其
の
徳
を
明
ら
か
に
す
」
と
い
う
鼎
足
対
の
三
聯
の
中
で
、
全
文
の
主
意
に
直
接
に
連
な
る
の
は
最
後
の
人
事
に
関
す
る
聯
で
あ
り
、
「
王
者
」
の
「
徳
」
を
根
拠
に
、
「
衆
庶
を
却
け
」
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
客
を
逐
う
こ
と
」
の
非
を
主
張
す
る
。
鼎
足
対
の
中
で
は
「
太
山
」
聯
と
「
河
海
」
聯
が
幡
、
「
王
者
」
聯
が
被
喰
で
あ
る
。
以
下
、
す
べ
て
の
挙
例
に
つ
い
て
の
説
明
は
紙
輔
の
制
限
ゆ
え
に
止
め
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
で
も
第
二
章
の
本
文
と
注
と
に
挙
げ
仰
た
天
人
対
を
眺
め
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
人
事
に
関
わ
る
一
方
が
他
全
文
の
主
意
と
直
接
に
潔
が
る
文
脈
を
形
成
し
て
い
る
の
に
対
し
、
一
自
然
に
関
わ
る
他
方
は
、
自
然
現
象
と
の
類
比
自
包
。
句
を
通
し
て
栂
人
事
に
関
わ
る
一
方
を
例
証
す
る
役
目
を
担
い
つ
つ
、
そ
の
「
喰
」
と
」
惜
し
て
位
置
付
い
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
の
天
人
対
は
す
べ
て
、
対
の
内
部
に
お
い
て
、
天
が
轍
、
人
が
被
鳴
と
対
な
る
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
百
ひ
る
が
え
っ
て
陸
機
「
豪
士
賦
序
」
の
天
人
対
を
、
そ
の
前
後
の
取
文
章
も
含
め
て
引
用
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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夫
立
徳
之
基
有
常
・
'
而
建
功
之
路
不
一
。
何
則
循
心
以
為
量
者
存
乎
我
・
'
因
物
以
成
務
者
繋
乎
彼
。
存
夫
我
者
、
隆
殺
止
乎
其
域
・
'
繋
乎
物
者
、
出
且
約
唯
所
遭
遇
。
落
葉
倹
微
風
以
関
、
市
風
之
力
蓋
寡
・
'
孟
嘗
遭
羅
門
而
泣
、
而
琴
之
感
以
末
。
何
者
欲
頗
之
葉
無
所
仮
烈
風
・
'
将
墜
之
泣
不
足
繁
哀
響
也
。
是
故
有
時
啓
於
天
・
'
理
尽
於
民
、
庸
夫
可
以
済
聖
賢
之
功
'
斗
答
可
以
定
烈
土
之
業
。
そ
も
そ
も
徳
を
立
て
る
基
礎
は
決
ま
っ
て
い
る
が
・
・
功
を
建
て
る
道
は
さ
ま
ざ
ま
。
な
ぜ
な
ら
心
に
従
い
積
み
重
ね
て
い
く
も
の
は
自
分
次
第
だ
が
・
'
相
手
に
因
っ
て
成
就
す
る
も
の
は
相
手
次
第
と
な
る
か
ら
。
自
分
次
第
な
ら
、
功
罪
は
そ
の
範
囲
に
止
ま
る
が
'
相
手
次
第
な
ら
、
成
敗
は
た
だ
出
会
い
に
よ
る
。
落
ち
葉
は
そ
よ
風
で
落
ち
る
が
、
風
の
効
力
は
わ
ず
か
'
孟
嘗
君
は
斑
門
周
に
遇
っ
て
泣
い
た
が
、
布
地
門
周
の
弾
く
琴
の
影
響
は
末
節
。
な
ぜ
な
ら
、
い
ま
に
も
落
ち
そ
う
な
葉
は
烈
し
い
風
の
力
を
借
り
る
ま
で
も
な
く
'
い
ま
に
も
落
ち
そ
う
な
涙
は
悲
し
い
曲
を
奏
で
る
ま
で
も
な
い
か
ら
。
だ
か
ら
、
時
が
天
に
聞
き
・
'
理
が
人
事
に
尽
く
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
凡
夫
も
聖
賢
の
手
柄
を
た
て
・
小
者
も
烈
士
の
業
績
を
挙
げ
ら
れ
る
。
右
の
序
文
の
主
意
は
、
そ
の
初
二
聯
と
末
二
聯
に
典
型
的
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
政
治
的
功
績
は
自
力
よ
り
他
カ
に
因
る
」
と
い
う
一
事
と
読
み
と
れ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
主
意
を
叙
し
た
文
章
が
「
豪
士
賦
序
」
に
先
ん
じ
て
散
見
さ
れ
る
が
、
時
期
が
近
い
も
の
と
し
て
は
、
前
掲
し
た
貌
の
李
康
「
運
命
論
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
運
命
論
」
は
、
右
の
主
意
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
「
有
華
氏
の
勝
臣
」
で
あ
っ
た
「
伊
芦
」
が
、
殿
の
湯
玉
の
も
と
で
こ
そ
力
を
発
揮
し
た
故
事
や
、
「
滑
浜
の
賎
老
」
で
あ
っ
た
「
太
公
」
呂
尚
が
、
周
の
文
王
の
も
と
で
こ
そ
活
践
し
得
た
故
事
、
さ
ら
に
は
「
百
里
渠
」
が
虞
で
は
無
力
だ
っ
た
が
秦
で
は
活
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躍
し
、
「
張
良
」
が
漢
の
劉
邦
以
外
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
故
事
を
列
挙
す
る
。
か
く
て
彼
ら
の
成
功
は
、
彼
ら
自
身
の
変
化
に
因
る
の
で
は
な
く
、
仕
え
る
君
主
が
変
わ
っ
た
た
め
だ
、
と
結
論
づ
け
マ
匂
。
こ
れ
に
対
し
「
豪
士
賦
序
」
が
主
意
を
具
体
化
す
る
た
め
に
配
す
の
は
、
「
落
葉
」
聯
と
「
孟
嘗
」
聯
の
天
人
対
で
あ
る
。
「
孟
嘗
」
聯
は
、
李
善
注
の
引
く
「
桓
子
新
論
」
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
国
時
代
の
琴
の
名
手
で
あ
っ
た
旋
門
周
は
、
斉
の
孟
嘗
君
に
謁
見
し
た
折
り
、
演
奏
に
先
立
っ
て
、
孟
嘗
君
の
死
後
に
そ
の
墳
墓
が
荒
れ
ゆ
く
さ
ま
を
物
語
っ
た
。
こ
の
時
点
で
す
で
に
孟
嘗
君
は
涙
を
艇
毛
に
宿
す
の
だ
が
、
薙
門
周
が
琴
を
弾
き
だ
す
と
、
つ
い
に
堪
え
き
れ
ず
す
す
り
泣
い
た
、
と
い
う
。
「
豪
土
賦
序
」
の
叙
述
に
お
け
る
漉
門
用
の
故
事
の
位
置
は
、
「
運
命
論
」
に
お
け
る
「
伊
予
」
「
太
公
」
「
百
里
美
」
「
張
良
」
の
故
事
の
位
置
と
は
、
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
「
伊
賢
」
ら
の
故
事
は
、
主
意
の
「
政
治
的
功
績
は
自
力
よ
り
他
の
力
に
よ
る
」
と
い
う
一
文
全
体
を
具
現
化
す
る
が
、
「
豪
士
賦
序
」
の
嘉
門
周
の
故
事
は
、
あ
る
結
果
の
招
来
が
「
:
・
よ
り
他
の
力
に
よ
る
」
と
い
う
述
語
部
分
に
お
い
て
の
み
、
主
意
と
同
調
す
る
。
そ
し
て
こ
の
、
述
語
部
分
の
み
同
調
す
る
と
い
う
構
造
は
、
天
人
対
の
他
方
で
あ
る
「
落
葉
」
聯
と
ま
っ
た
く
同
じ
い
。
あ
た
か
も
「
落
葉
は
風
の
力
よ
り
他
の
カ
に
よ
る
」
よ
う
に
、
ま
た
「
孟
嘗
君
の
落
涙
は
琴
の
音
よ
り
他
の
力
に
よ
る
」
よ
う
に
、
「
政
治
的
功
績
は
自
力
よ
り
他
の
力
に
よ
る
」
。
か
く
「
豪
士
賦
序
」
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
「
落
葉
」
聯
と
「
孟
嘗
」
聯
は
、
主
意
に
対
し
て
同
等
の
逮
さ
に
在
る
。
両
者
は
と
も
に
主
意
に
対
す
る
「
輪
」
の
位
置
を
担
っ
て
い
る
。
天
す
な
わ
ち
自
然
を
叙
す
聯
が
「
喰
」
、
人
す
な
わ
ち
人
事
を
叙
す
聯
が
「
被
轍
」
と
分
岐
す
る
の
で
は
な
く
、
双
方
と
も
に
主
意
に
対
す
る
「
愉
」
な
の
で
あ
る
。
宇
」
の
点
で
「
豪
土
賦
序
」
の
天
人
対
は
、
『
詩
経
』
か
ら
陸
雲
詩
ま
で
の
す
べ
て
の
天
人
対
に
異
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
双
方
と
も
「
喰
」
と
な
る
よ
う
な
天
人
対
は
、
従
来
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
先
の
李
斯
の
「
秦
の
始
皇
帝
に
上
書
す
」
以
下
、
戦
国
諸
子
の
弁
論
術
の
流
れ
を
引
く
と
見
ら
れ
る
「
論
」
に
多
か
っ
た
、
鼎
足
対
型
の
天
人
対
で
あ
る
。
一
一
四
頁
の
例
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
鼎
足
対
型
の
天
人
対
は
、
「
轍
」
と
し
て
の
自
然
現
象
を
複
数
聯
、
「
被
聡
」
と
し
て
の
人
事
を
一
聯
、
対
偶
に
配
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
自
然
現
象
の
複
数
聯
を
一
聯
に
省
略
し
、
そ
れ
を
人
事
を
語
る
聯
と
対
応
さ
せ
れ
ば
、
通
常
の
天
人
対
と
な
る
。
し
か
し
省
略
の
仕
方
は
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
鼎
足
対
に
お
い
て
、
人
事
を
語
る
「
被
喰
」
の
聯
は
、
前
後
の
文
章
と
と
も
に
明
示
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
形
作
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
被
鳴
」
聯
の
意
味
は
、
前
後
の
文
章
か
ら
類
推
可
能
で
あ
る
上
、
鼎
足
対
中
の
自
然
を
語
る
「
喰
」
の
聯
も
、
文
字
ど
お
り
「
喰
」
と
し
て
そ
の
意
味
を
暗
示
す
る
。
し
た
が
っ
て
か
り
に
「
被
喰
」
の
聯
が
省
略
さ
れ
て
も
、
読
み
手
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
捉
え
る
の
に
き
し
て
痛
俸
を
感
じ
な
い
。
か
え
っ
て
読
み
手
に
は
、
暗
示
的
な
「
鳴
」
の
聯
を
読
み
込
む
こ
と
で
、
省
略
さ
れ
た
「
被
喰
」
の
初
聯
を
自
ら
再
構
成
す
る
楽
し
み
が
生
ま
れ
、
文
章
の
ふ
く
ら
み
が
増
他
す
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
明
示
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
辿
る
だ
け
一
な
ら
「
喰
」
の
聯
は
省
略
可
能
な
冗
文
で
あ
る
が
、
修
辞
的
に
は
、
「
被
伺
轍
」
の
聯
こ
そ
が
冗
文
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。
品
市
実
際
、
期
足
対
の
被
倫
の
聯
を
省
略
し
た
形
の
対
偶
は
、
当
時
の
駒
詩
文
に
少
な
く
な
い
。
し
か
も
そ
れ
は
、
管
見
の
限
り
で
は
三
国
時
矧
代
以
後
に
増
加
し
て
お
り
、
修
辞
性
が
強
ま
る
時
代
の
趨
勢
と
軌
を
一
一
一
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
と
え
ば
、
陳
琳
「
曹
洪
の
為
め
取
に
貌
文
帝
に
与
う
る
書
」
(
『
文
選
」
巻
四
十
ご
、
曹
植
「
自
試
を
求
西
む
る
表
」
(
同
巻
三
十
七
)
、
応
ぬ
「
侍
郎
曹
長
思
に
与
う
る
書
」
(
同
戸つか
巻
四
十
一
一
)
、
潜
岳
「
楊
仲
武
諜
」
(
同
巻
五
十
六
)
、
陸
機
「
平
原
内
鵠
史
を
謝
す
る
表
」
(
同
巻
一
一
一
十
七
)
「
灘
高
祖
功
臣
頒
」
(
同
巻
四
十
七
)
、
一
裳
宏
「
三
国
名
臣
序
賛
」
(
同
巻
四
十
七
)
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
こ
こ
一
{
叩
】
対
に
は
曹
植
の
表
と
陸
機
の
表
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
町
小
葉
以
塵
露
之
微
、
補
益
山
海
;
蛍
燭
末
光
、
増
輝
日
月
。
ゆ
願
わ
く
は
ち
っ
ぽ
け
な
塵
や
露
で
、
山
海
の
高
さ
深
さ
を
補
闘
い
.
，
蛍
や
蝋
燭
の
光
で
、
日
月
の
輝
き
を
増
し
加
え
ん
こ
と
を
。
使
春
枯
之
条
、
更
与
秋
蘭
垂
芳
・
'
陸
沈
之
羽
、
復
与
朔
鴻
撫
翼
。
春
に
枯
れ
た
校
を
、
も
う
一
度
秋
の
蘭
と
と
も
に
花
咲
か
せ
・
'
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陸
に
沈
ん
だ
鳥
を
、
も
う
一
度
舞
い
飛
ぶ
白
鳥
と
と
も
に
羽
ば
た
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
最
初
の
曹
植
「
自
試
を
求
む
る
表
」
の
対
偶
は
、
唐
代
の
呂
向
が
「
己
れ
の
塵
霧
の
微
、
蛍
燭
の
光
の
如
き
を
言
う
な
り
。
山
海
日
月
は
国
を
聡
う
る
な
り
。
末
能
を
放
く
し
其
の
国
に
増
さ
ん
こ
と
を
願
う
〔口一
な
り
」
と
付
注
す
る
よ
う
に
、
「
自
ら
の
僅
か
な
は
た
ら
き
で
、
国
の
栄
光
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
主
意
を
「
喰
」
え
て
い
る
。
こ
の
被
職
で
あ
る
主
意
を
対
句
仕
立
て
に
し
て
末
聯
に
配
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
鼎
足
対
型
の
天
人
対
と
な
ろ
う
。
葉
以
塵
露
之
微
、
補
益
山
海
・
蛍
燭
末
光
、
増
輝
日
月
・
(
小
臣
末
能
、
禅
益
大
貌
)
次
の
陸
機
「
平
原
内
史
を
謝
す
る
表
」
に
も
、
呂
向
が
「
陸
沈
は
:
・
己
れ
を
轍
う
る
な
り
、
期
鴻
は
朝
士
を
喰
う
る
な
り
。
我
の
頓
に
天
恩
を
蒙
り
、
再
び
朝
士
と
列
を
斉
ぷ
を
得
し
こ
と
を
晋
一
回
う
な
り
」
と
付
注
し
て
い
る
。
こ
の
呂
向
注
の
語
を
借
り
て
、
原
文
の
対
偶
に
被
鳴
の
主
意
を
加
え
る
な
ら
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
使
春
枯
之
条
、
更
与
秋
関
垂
芳
・
・
陸
沈
之
羽
、
復
与
矧
鴻
撫
翼
・
'
(
零
落
之
臣
、
再
与
朝
土
斉
列
)
以
上
の
よ
う
に
、
鼎
足
対
型
の
天
人
対
か
ら
人
事
に
関
わ
る
被
聡
の
聯
を
省
略
し
た
形
を
呈
す
る
、
曹
植
や
陸
機
の
表
の
対
偶
は
、
対
偶
の
双
方
が
主
意
の
「
鳴
」
と
し
て
は
た
ら
く
点
で
、
陸
機
「
豪
土
賦
序
」
の
天
人
対
に
、
機
能
的
に
酷
似
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。
30 
五
喰
と
被
輸
の
逆
転
|
|
「
豪
土
賦
序
」
の
天
人
対
(2)
だ
が
、
前
章
に
挙
げ
た
曹
植
や
陸
機
の
表
の
対
偶
と
、
陸
機
「
豪
士
賦
序
」
の
対
偶
に
は
、
大
き
く
異
な
る
一
点
が
あ
る
。
一
言
う
ま
で
も
な
く
、
前
者
の
対
偶
が
双
方
と
も
自
然
現
象
を
叙
す
の
に
対
し
、
後
者
の
そ
れ
は
一
方
が
自
然
、
他
方
が
人
事
を
叙
す
、
天
人
対
で
あ
る
点
で
あ
る
。
同
様
に
「
喰
」
と
し
て
機
能
し
て
い
て
も
、
前
者
は
同
類
対
で
あ
り
、
後
者
は
典
型
的
な
異
類
対
を
成
す
。
「
豪
土
賦
序
」
の
対
偶
の
異
類
性
は
、
そ
れ
が
天
人
対
で
あ
る
こ
と
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
対
偶
の
う
ち
、
「
落
葉
」
聯
が
こ
と
さ
ら
故
事
を
踏
ま
え
て
い
な
い
の
に
対
し
、
「
孟
掌
」
聯
は
典
故
に
深
く
依
存
し
て
い
る
。
前
章
に
記
し
た
孟
嘗
君
と
務
門
周
の
物
語
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
「
孟
嘗
」
聯
を
理
解
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
一
方
の
み
故
事
を
踏
ま
え
る
対
偶
は
、
今
ま
で
検
討
し
て
き
た
限
り
の
対
偶
に
見
当
た
ら
な
い
。
当
時
に
盛
行
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
備
被
な
対
偶
と
し
て
退
け
ら
れ
て
き
た
可
能
性
が
高
い
。
と
い
う
の
も
、
平
安
時
代
の
遣
唐
僧
で
あ
る
空
海
が
筆
記
し
た
と
さ
れ
る
『
文
鋭
秘
府
論
』
の
西
巻
「
文
二
十
八
種
病
」
の
項
に
、
「
紋
偶
」
の
病
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
可。詩
上
引
事
、
下
須
引
事
以
対
之
。
詩
の
上
句
が
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
な
ら
、
下
旬
も
必
ず
故
事
を
踏
ま
え
て
対
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
降
っ
て
宋
代
の
『
韻
語
陽
秋
』
巻
二
は
、
詩
句
の
具
体
例
を
挙
げ
つ
つ
、
「
上
旬
に
典
故
を
用
い
ず
、
下
句
に
典
故
を
二
事
踏
ま
え
た
対
句
は
、
す
べ
て
詩
の
規
律
に
合
わ
な
い
(
前
句
不
用
事
、
後
句
用
二
事
、
皆
非
律
也
)
」
と
批
判
し
て
い
る
。
「
豪
士
賦
序
」
の
天
人
対
は
、
六
朝
末
以
後
の
詩
学
で
「
病
」
「
非
律
」
と
非
難
さ
れ
る
不
均
衡
を
苧
ん
で
い
る
。
対
偶
を
な
す
語
の
一
方
が
「
落
葉
」
「
微
風
」
と
い
う
普
通
名
詞
で
あ
る
の
に
対
し
、
他
方
が
「
孟
掌
」
「
落
門
」
と
い
う
固
有
名
詞
で
あ
る
こ
と
も
、
見
た
目
の
上
で
の
、
対
偶
同
士
の
不
均
衡
性
・
異
類
性
を
際
立
た
せ
て
い
よ
う
。
「
豪
土
賦
序
」
の
対
偶
は
、
こ
の
対
偶
を
取
り
囲
む
文
章
に
対
し
て
も
、
あ
る
異
類
性
を
苧
む
。
前
章
に
掲
げ
た
「
豪
士
賦
序
」
の
原
文
を
、
い
ま
一
度
参
照
さ
れ
た
い
。
序
は
ま
ず
政
治
的
功
績
が
自
己
自
身
で
は
な
く
他
者
に
依
存
す
る
こ
と
を
説
き
、
つ
い
で
「
落
葉
」
聯
と
「
孟
嘗
」
聯
の
天
人
対
を
配
し
、
最
後
に
「
時
の
天
に
啓
き
、
理
の
民
に
尽
く
」
状
況
に
遭
遇
す
れ
ば
、
「
聖
賢
の
功
」
「
烈
士
の
業
」
が
、
「
庸
夫
」
「
斗
筒
」
に
よ
っ
て
も
「
済
」
さ
れ
「
定
」
め
ら
れ
る
、
と
結
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
天
人
対
に
叙
さ
れ
る
木
の
葉
の
凋
落
や
孟
嘗
君
の
落
涙
が
、
「
聖
賢
の
功
」
「
烈
士
の
業
」
の
成
就
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
落
葉
や
落
一
課
の
合
意
す
る
悲
哀
の
情
調
は
、
「
聖
賢
の
功
」
「
烈
士
の
業
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
華
々
し
い
栄
誉
や
歓
喜
に
同
調
し
が
た
い
。
両
者
の
聞
に
は
微
妙
な
阻
艇
が
生
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
幾
重
も
の
異
質
性
の
中
で
、
こ
の
天
人
対
の
描
く
像
の
類
似
が
逆
に
際
立
つ
こ
と
と
な
る
。
「
豪
士
賦
序
」
は
「
喰
」
と
し
て
の
ま
ず
秋
の
落
葉
を
描
き
、
こ
の
像
に
類
似
し
た
像
と
し
て
、
孟
嘗
君
他
の
落
一
涙
を
提
示
す
る
。
涙
は
、
葉
と
同
じ
く
、
円
な
い
し
楕
円
の
形
一
状
を
呈
し
、
最
後
に
は
そ
れ
を
生
み
出
し
た
本
体
か
ら
離
れ
て
落
下
相
官
す
る
。
さ
ら
に
一
課
を
促
す
「
務
門
」
の
琴
曲
は
、
実
体
の
無
い
気
の
哨
動
き
で
聴
覚
を
刺
激
す
る
音
を
伴
っ
て
い
る
点
で
、
「
落
葉
」
の
き
っ
ゆ
か
け
と
な
る
「
微
風
」
に
類
似
す
る
。
w
p
な
み
だ
矧
「
落
葉
」
の
類
似
と
し
て
「
泣
」
を
、
「
微
風
」
の
類
似
と
し
て
「
港
町
門
」
の
琴
曲
を
提
示
す
る
右
の
構
造
は
、
「
泣
」
や
「
嘉
門
」
の
琴
曲
配
が
、
「
落
葉
」
や
「
微
風
」
の
輪
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
人
事
で
西
あ
る
「
泣
」
「
薙
門
」
が
除
、
自
然
で
あ
る
「
落
葉
」
「
微
風
」
が
被
h
りか
轍
と
な
る
。
も
と
よ
り
と
れ
は
、
従
来
の
天
人
対
に
も
顕
れ
る
現
象
錦
な
の
だ
が
、
従
来
の
天
人
対
で
は
、
第
四
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
人
一
事
を
叙
す
一
方
が
地
の
文
と
連
接
し
て
主
意
を
形
成
す
る
た
め
に
、
対
全
体
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
一
戻
せ
ば
、
人
事
を
叙
す
一
方
は
地
の
文
と
汰
と
も
に
依
然
被
轍
に
位
置
付
い
て
い
る
。
そ
れ
が
喰
に
見
え
る
形
姿
ゅ
は
仮
り
の
も
の
で
し
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
豪
士
賦
序
」
の
天
人
対
幽
に
お
い
て
は
、
全
体
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
戻
し
て
も
、
人
事
を
叙
す
一
方
が
、
自
然
を
叙
す
他
方
と
同
様
、
地
の
文
に
連
接
せ
ず
、
主
意
に
対
す
る
鳴
と
し
て
位
置
付
い
て
い
る
。
主
意
に
対
し
て
喰
で
あ
る
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天
人
対
の
双
方
が
、
双
方
内
部
の
関
係
で
は
、
人
事
の
聯
が
職
、
自
然
の
聯
が
被
機
と
な
る
。
つ
ま
り
人
事
の
聯
は
聡
の
輸
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
被
輸
に
な
る
こ
と
は
起
こ
り
得
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
豪
士
賦
序
」
の
天
人
対
で
は
、
天
が
被
職
、
人
が
鳴
と
い
う
構
図
が
貫
徹
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
天
人
対
に
お
け
る
、
職
と
被
喰
の
関
係
が
、
逆
転
し
た
構
図
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
主
意
に
対
し
て
双
方
と
も
が
騰
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
天
が
被
幡
、
人
が
轍
と
な
り
う
る
と
い
う
構
造
に
お
い
て
、
「
豪
士
賦
序
」
の
天
人
対
は
、
第
一
章
冒
頭
に
掲
げ
た
高
橋
論
文
の
指
摘
す
る
と
お
り
に
、
「
詩
賦
表
現
史
上
ほ
と
ん
ど
前
人
未
踏
」
の
修
辞
を
開
拓
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ー』
/、
天
と
人
の
越
境
|
|
「
歎
逝
賦
」
の
天
人
対
上
述
の
「
豪
士
賦
序
」
の
天
人
対
は
、
通
常
の
「
轍
」
と
「
被
喰
」
が
逆
転
す
る
修
辞
だ
っ
た
が
、
で
は
「
歎
逝
賦
」
の
天
人
対
は
ど
う
か
。
前
後
の
文
章
と
と
も
に
以
下
に
掲
げ
て
み
よ
う
。
悲
夫
、
川
閲
水
以
成
川
、
水
浴
治
而
日
度
・
・
世
閲
人
市
為
世
、
人
得
点
廿
而
行
暮
。
人
何
世
而
弗
新
・
'
世
何
人
之
能
故
。
野
毎
春
其
必
華
・
'
草
無
朝
而
遺
露
。
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あ
あ
悲
し
い
こ
と
、
川
は
水
を
集
め
て
川
と
な
り
、
水
は
治
々
と
日
に
流
れ
ゆ
く
・
世
は
人
を
集
め
て
世
と
な
り
、
人
は
ど
ん
ど
ん
衰
え
ゆ
く
。
人
は
い
つ
の
世
に
新
し
く
な
か
ろ
う
・
'
世
に
ど
の
人
が
古
く
な
り
得
ょ
う
。
野
は
春
ご
と
に
必
ず
花
咲
く
が
・
'
草
が
露
を
残
す
朝
と
て
無
い
。
「
歎
逝
賦
」
は
「
人
生
の
短
期
」
へ
の
「
嵯
」
き
(
「
歎
逝
賦
」
本
文
)
を
詠
っ
て
い
る
。
右
の
天
人
対
の
う
ち
人
事
を
述
べ
る
「
世
閲
」
一
聯
と
「
人
何
」
一
聯
と
は
、
天
人
対
の
前
に
配
さ
れ
る
「
嵯
あ
人
生
は
期
す
る
こ
と
短
く
、
執
か
長
年
こ
れ
能
く
執
た
ん
」
等
の
文
に
接
続
し
て
、
明
示
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
の
「
鳴
」
と
し
て
は
た
ら
く
の
が
、
天
人
対
の
う
ち
自
然
を
述
べ
る
「
川
関
」
一
聯
と
「
野
毎
」
一
聯
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
歎
逝
賦
」
の
天
人
対
は
、
自
然
を
叙
す
一
方
が
「
轍
」
、
人
事
を
叙
す
他
方
が
そ
の
「
被
喰
」
と
し
て
位
置
づ
い
て
い
る
。
ま
た
双
方
と
も
に
、
そ
の
醸
し
出
す
情
調
が
前
後
の
文
章
に
同
調
し
つ
つ
悲
哀
に
収
品
服
し
て
い
る
。
「
豪
士
賦
序
」
の
よ
う
な
「
敏
偶
の
病
」
を
負
っ
て
も
い
な
い
。
す
な
わ
ち
「
歎
逝
賦
」
の
天
人
対
は
、
『
詩
経
』
「
連
駆
」
以
来
の
通
常
の
天
人
対
の
構
造
に
そ
の
ま
ま
当
て
依
ま
る
。
そ
も
そ
も
『
詩
経
』
「
載
駆
」
自
体
が
、
「
放
水
湯
湯
た
り
・
'
行
人
彰
彰
た
り
」
と
、
川
の
「
水
」
と
「
人
」
の
群
れ
を
同
対
に
配
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
歎
逝
賦
」
の
天
人
対
は
こ
の
組
合
せ
を
襲
用
し
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
「
戟
駆
」
の
単
な
る
襲
用
に
過
ぎ
な
い
の
か
。
「
歎
逝
賦
」
の
「
川
閲
」
二
聯
の
隔
句
対
に
は
、
唐
の
呂
延
済
が
「
衆
水
を
惚
め
て
其
の
川
を
成
し
、
終
日
流
れ
去
り
て
後
水
相
い
続
ぐ
」
「
衆
人
を
惚
め
て
千
世
を
成
し
、
終
日
老
い
謝
り
て
後
人
相
い
続
ぐ
を
言
う
」
と
付
注
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
注
に
即
し
て
「
水
が
流
れ
去
る
よ
う
に
、
人
も
老
い
新
し
い
人
と
変
わ
る
」
と
解
釈
さ
れ
る
と
と
が
多
い
。
そ
の
限
り
で
は
、
こ
れ
も
同
対
の
対
偶
と
な
目
。
し
か
し
右
の
解
釈
は
、
各
聯
後
半
の
「
治
活
」
「
舟
舟
」
、
及
び
「
皮
」
「
暮
」
の
語
感
を
無
視
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
「
泊
泊
」
は
、
『
詩
経
」
に
三
例
現
れ
る
。
右
の
斉
風
「
載
駆
」
を
始
め
と
し
て
、
小
雅
「
四
月
」
に
「
治
活
た
る
江
漢
、
南
国
の
紀
な
り
」
、
大
雅
「
江
漢
」
に
「
江
漢
浮
浮
た
り
、
武
夫
治
活
た
り
」
と
あ
る
。
「
四
月
」
に
は
「
治
活
、
大
水
の
貌
な
り
」
、
「
江
漢
」
に
は
「
治
活
、
広
大
の
貌
な
り
」
と
毛
伝
が
附
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
詩
経
』
の
「
治
活
」
三
例
の
う
ち
ニ
例
は
、
川
の
流
れ
の
盛
ん
な
さ
ま
を
形
容
し
、
残
る
一
例
も
、
そ
れ
を
「
武
夫
」
の
あ
り
さ
ま
に
重
ね
た
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
詩
経
」
の
後
に
は
、
「
論
語
』
微
子
篇
、
九
歌
「
河
伯
」
、
後
漢
の
馬
援
の
楽
府
「
武
渓
深
行
」
、
王
祭
「
文
叔
良
に
贈
る
詩
」
、
陸
雲
「
郡
陽
府
君
張
仲
謄
に
贈
る
詩
」
五
章
其
の
一
、
曹
披
「
越
景
猷
に
答
う
詩
」
、
陶
淵
明
「
長
沙
公
族
祖
に
贈
る
」
詩
、
羊
徽
「
丘
泉
之
に
答
う
」
詩
七
草
其
の
ご
な
ど
に
見
ら
れ
、
「
河
伯
」
以
後
「
歎
逝
賦
」
の
直
後
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
川
の
水
量
が
豊
か
で
勢
い
の
あ
る
さ
ま
を
形
容
し
て
い
る
。
『
論
垣
間
』
の
「
裕
治
」
の
み
孔
子
ら
の
「
周
流
の
貌
」
(
何
曇
集
解
所
引
孔
安
国
伝
)
を
批
判
し
た
語
と
さ
れ
る
。
だ
が
こ
れ
も
、
前
掲
の
大
雅
「
江
漢
」
の
「
治
活
」
m
同
様
、
人
物
の
精
力
的
な
さ
ま
に
も
通
じ
、
斉
風
「
戦
駆
」
以
来
の
他
「
治
活
」
を
比
聡
的
に
用
い
た
も
の
と
読
み
と
れ
る
。
一
他
方
「
舟
舟
」
は
、
ま
ず
『
楚
辞
』
に
現
れ
、
そ
の
ほ
ぽ
す
べ
て
粧
が
「
老
」
や
「
衰
」
の
語
必
司
共
起
す
る
。
さ
ら
に
濡
街
「
顕
志
賦
」
、
唯
曹
操
「
却
東
西
門
行
」
、
}
章
鉱
「
叙
志
賦
」
、
「
払
舞
歌
詩
」
五
篇
其
二
市
川
「
済
済
篇
」
な
ど
を
経
て
、
陸
機
「
東
宮
詩
」
の
「
舟
骨
と
逝
き
将
に
矧
老
い
ん
と
す
、
拙
哨
老
い
を
奈
何
せ
ん
」
(
『
芸
文
類
衆
』
巻
十
八
、
自
詩
題
は
『
文
選
』
巻
二
十
二
謝
霊
運
「
晩
出
西
射
堂
」
一
首
の
李
善
配
注
に
拠
る
)
、
「
護
法
し
て
西
城
に
出
づ
詩
」
の
「
擁
廃
と
し
て
年
時
西
改
ま
り
、
再
再
と
し
て
老
い
己
に
及
ぶ
」
(
同
巻
二
十
八
)
、
「
上
留
回
三
き
か
行
」
の
「
歳
翠
持
舟
と
し
て
方
に
除
る
」
(
同
巻
四
十
ご
、
「
萱
逃
締
行
」
の
「
人
皆
な
持
品
川
と
し
て
西
に
遷
る
」
(
「
楽
府
詩
集
」
巻
三
十
一
四
)
、
「
日
重
光
行
」
の
「
舟
持
と
し
て
其
れ
遊
ぶ
こ
と
飛
び
征
く
が
対
如
し
」
(
同
巻
凋
守
)
、
「
梁
甫
吟
」
の
「
骨
舟
と
し
て
年
時
暮
れ
、
沼
町
小
遣
と
し
て
天
路
徴
ら
げ
し
」
(
同
巻
四
十
ご
な
ど
に
至
る
ま
で
、
「
舟
ゆ
持
」
は
、
自
ら
に
属
す
る
時
間
が
終
局
や
衰
亡
に
向
か
う
さ
ま
を
表
闘
す
。
加
え
て
「
歎
逝
賦
」
は
、
前
者
を
「
治
活
と
し
て
日
び
度
る
」
、
後
者
を
「
舟
骨
と
し
て
行
く
ゆ
く
募
る
」
と
叙
す
。
前
者
の
述
部
で
あ
33 
る
「
日
び
度
る
」
が
水
の
流
れ
ゆ
く
過
程
を
表
す
の
に
対
し
、
後
者
の
述
部
「
行
く
ゆ
く
暮
る
」
は
、
「
世
帯
る
」
終
局
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
つ
ま
り
「
川
閲
」
ニ
聯
の
天
人
対
と
は
、
各
聯
前
半
の
「
川
は
水
を
閲
め
以
て
川
を
成
し
」
と
「
世
は
人
を
閲
め
て
世
と
為
し
」
は
同
対
を
為
す
が
、
各
聯
後
半
の
「
水
は
治
活
と
し
て
日
び
度
る
」
と
「
人
は
舟
舟
と
し
て
行
く
ゆ
く
募
る
」
は
、
「
水
」
と
「
人
」
と
が
対
立
す
る
反
対
へ
と
傾
く
と
い
う
、
前
後
半
に
同
対
と
反
対
と
が
併
存
す
る
、
や
や
特
殊
な
対
偶
を
形
づ
く
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
治
活
」
と
「
舟
舟
」
を
含
む
対
偶
は
、
実
は
「
歎
逝
賦
」
に
先
だ
っ
て
前
漢
の
東
方
朔
「
七
諌
」
謬
諌
に
も
、
次
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
。年
治
活
而
日
遼
A
勺
・
寿
舟
舟
而
食
衰
。
年
は
泊
々
と
日
々
に
遠
ざ
か
り
・
'
命
は
持
々
と
ま
す
ま
す
衰
え
ゆ
く
。
先
述
の
よ
う
に
「
治
活
」
と
「
舟
舟
」
と
は
対
際
的
な
意
味
を
持
つ
語
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
謬
諌
の
天
人
対
は
、
対
蹴
性
よ
り
も
同
調
性
が
強
く
、
ほ
と
ん
ど
同
対
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
。
そ
れ
は
謬
諌
の
天
人
対
が
、
双
方
と
も
に
焦
点
を
「
人
」
に
置
い
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
前
句
の
「
治
活
と
し
て
日
び
に
遠
く
」
の
「
遠
」
と
い
う
一
語
が
、
「
年
」
が
単
に
進
む
の
で
は
な
く
「
人
」
か
ら
離
れ
ゆ
く
こ
と
を
示
す
。
基
点
は
「
人
」
で
あ
る
。
そ
の
「
人
」
の
視
野
の
中
で
、
「
年
」
が
「
遠
」
ざ
か
り
陥
れ
ゆ
く
の
で
あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
、
「
歎
逝
賦
」
の
「
川
閲
」
二
聯
の
天
人
対
は
、
前
聯
に
「
人
」
の
影
の
射
す
語
を
含
ま
な
い
。
叙
述
は
「
水
」
に
焦
点
化
さ
れ
、
「
泊
岡
田
」
と
「
皮
」
る
「
水
」
が
鳥
眼
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
後
聯
の
と
く
に
後
句
は
、
「
人
」
の
内
部
に
視
点
を
限
定
し
て
い
よ
う
。
「
骨
舟
と
し
て
行
く
ゆ
く
暮
る
」
、
と
ぼ
と
ぼ
と
衰
滅
に
向
か
う
「
人
」
と
は
、
個
別
的
に
そ
の
終
局
ま
で
を
、
内
部
か
ら
と
ら
え
ら
れ
た
「
人
」
で
あ
る
。
「
水
」
が
鳥
敵
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
人
」
は
個
別
に
内
側
か
ら
と
ら
え
ら
れ
る
。
「
治
浴
」
と
「
舟
舟
」
が
示
す
、
勢
い
の
隆
盛
と
そ
の
衰
滅
、
「
日
び
皮
る
」
と
「
行
く
ゆ
く
暮
る
」
が
示
す
過
程
と
終
局
、
さ
ら
に
如
上
の
、
外
側
か
ら
全
体
を
不
変
と
と
ら
え
る
視
点
と
、
内
側
か
ら
個
別
を
変
転
の
相
で
と
ら
え
る
視
点
。
「
歎
逝
賦
」
の
「
川
閲
」
ニ
聯
の
各
聯
後
半
は
、
複
数
の
対
立
を
含
み
込
み
つ
つ
、
隆
盛
・
全
体
・
不
変
を
「
水
」
、
す
な
わ
ち
自
然
の
側
へ
、
衰
滅
・
個
別
・
変
転
を
「
人
」
、
す
な
わ
ち
人
事
の
側
へ
と
、
く
っ
き
り
と
分
岐
さ
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
続
く
聯
で
は
ど
う
か
。
「
人
は
何
れ
の
世
か
新
た
な
ら
ざ
ら
ん
、
世
は
何
れ
の
人
か
能
く
故
か
ら
ん
」
。
「
世
」
を
幾
つ
か
の
断
片
に
切
っ
て
み
れ
ば
、
そ
こ
に
鯛
集
し
群
れ
な
す
「
人
」
び
と
は
す
べ
て
新
し
い
。
「
世
」
は
「
人
」
の
命
に
満
ち
、
隆
康
し
、
不
変
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
世
」
の
中
の
一
人
に
即
し
て
見
る
な
ら
ば
、
彼
は
少
し
ず
つ
「
故
」
び
て
ゆ
き
、
あ
る
時
点
で
そ
れ
以
上
「
故
」
く
な
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
れ
が
彼
の
「
死
」
の
時
点
で
あ
る
。
「
人
」
の
世
は
、
隆
盛
と
衰
滅
、
不
変
と
変
転
の
両
相
を
備
え
る
の
で
あ
る
。
で
は
両
相
を
備
え
る
の
は
「
人
」
の
世
界
だ
け
か
。
「
野
は
春
毎
に
其
れ
必
ず
華
さ
き
、
草
は
朝
と
し
て
露
を
遣
す
無
し
」
。
「
春
」
の
「
野
」
に
「
露
」
お
く
「
華
」
が
欠
け
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
「
露
」
も
「
華
」
も
不
変
で
あ
る
。
だ
が
、
「
露
」
の
一
滴
を
じ
っ
と
眺
め
続
け
れ
ば
、
そ
れ
は
「
朝
」
の
時
間
の
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
消
え
て
し
ま
う
。
「
水
」
の
世
界
も
、
隆
盛
と
衰
滅
、
不
変
と
変
転
と
の
両
相
を
持
つ
の
で
あ
る
。
『
論
垣
間
』
子
竿
篇
の
川
上
の
嘆
に
発
想
の
遡
源
す
る
、
一
見
あ
り
ふ
れ
た
「
水
」
と
「
人
」
の
同
対
の
な
か
に
、
な
お
潜
む
異
質
性
が
織
り
こ
ま
れ
、
さ
ら
に
そ
の
異
質
性
の
先
に
、
よ
り
深
め
ら
れ
た
同
質
性
が
見
出
さ
れ
る
。
あ
た
か
も
ら
せ
ん
階
段
を
一
周
ご
と
に
昇
る
と
き
の
眺
望
の
よ
う
に
、
次
第
に
大
き
く
な
る
術
敵
の
な
か
で
、
事
象
が
再
び
み
た
び
、
と
ら
え
返
さ
れ
る
。
か
く
粘
着
的
な
天
人
対
は
、
「
豪
士
賦
序
」
の
天
人
対
同
様
に
「
ほ
と
ん
ど
前
人
未
踏
の
も
の
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
後
世
に
襲
用
さ
れ
る
こ
と
も
頻
繁
に
は
起
こ
り
が
た
か
っ
た
よ
う
だ
。
六
朝
か
ら
唐
に
か
け
て
、
全
体
と
個
、
不
変
と
変
転
の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ
天
人
対
は
散
見
す
る
が
、
「
歎
逝
賦
」
の
よ
う
な
粘
着
性
を
持
つ
も
の
は
、
少
な
く
と
も
人
口
に
脆
炎
す
る
よ
う
な
作
に
は
見
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
隙
の
沈
畑
「
幽
庭
賦
」
(
『
芸
文
類
衆
』
巻
六
四
)
は
、
「
起
ち
て
長
く
謡
い
て
回
く
」
と
、
天
人
対
を
含
ん
だ
歌
謡
を
次
の
よ
う
に
詠
じ
る。
故
年
花
落
今
復
新
・
'
新
年
一
故
成
故
人
。
仰
那
得
長
縄
繋
落
日
、
年
年
月
月
但
如
春
。
他
旧
年
に
花
が
落
ち
て
も
花
は
今
ま
た
新
し
く
・
'
新
年
が
ひ
と
た
一
び
過
ぎ
ゆ
け
ば
人
は
古
び
た
人
と
な
る
。
い
っ
た
い
ど
う
し
た
朴
ら
長
い
綱
で
落
ち
ゆ
く
日
を
般
市
ぎ
、
ど
の
年
も
ど
の
月
も
す
べ
哨
て
春
の
よ
う
に
で
き
る
の
か
。
の
天
人
対
の
一
方
に
「
花
落
ち
今
復
た
新
た
な
り
」
と
あ
る
が
、
「
花
」
州
の
一
桑
一
柔
に
個
別
に
即
す
な
ら
、
「
新
た
な
」
一
桑
は
も
と
よ
り
「
故
由
年
」
「
落
ち
」
た
一
系
と
は
異
な
る
か
ら
、
「
故
年
」
の
「
花
」
自
身
配
は
決
し
て
ふ
た
た
び
「
新
た
」
に
は
な
り
得
ず
「
故
花
と
成
る
」
o
二
西
句
自
に
お
い
て
も
、
「
人
」
の
世
界
を
鳥
撤
す
る
な
ら
、
「
新
年
」
ご
h
りか
と
に
「
新
人
」
が
補
わ
れ
る
以
上
、
「
新
年
一
た
び
故
び
」
て
も
「
今
鵠
復
た
新
た
な
り
」
と
一
吉
田
い
得
る
。
だ
が
「
幽
庭
賦
」
の
天
人
対
は
、
「
花
」
一
す
な
わ
ち
自
然
の
世
界
は
全
体
を
外
側
か
ら
見
た
不
変
の
相
に
、
対
「
人
」
す
な
わ
ち
人
事
の
世
界
は
個
別
を
内
側
か
ら
見
た
変
転
の
相
臥
に
、
そ
れ
ぞ
れ
固
定
し
た
ま
ま
動
か
さ
な
い
。
天
人
対
に
続
く
聯
は
、
仰
個
別
・
変
転
の
世
界
に
在
る
者
の
感
慨
で
あ
り
、
「
歎
逝
賦
」
の
よ
う
聞
に
、
二
つ
の
世
界
の
境
界
が
越
え
ら
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
両
様
の
相
貌
を
帯
び
る
こ
と
も
な
い
。
右
の
「
幽
庭
賦
」
を
襲
っ
た
と
見
ら
れ
る
劉
希
夷
「
白
頭
吟
」
(
『
文
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苑
英
華
』
巻
二
O
七
)
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
年
年
歳
歳
花
相
似
，
歳
歳
年
年
人
不
問
。
寄
言
全
盛
紅
顔
子
・
'
応
憐
半
死
白
頭
翁
。
年
ご
と
に
花
は
似
通
っ
て
い
る
が
・
零
」
と
に
人
は
同
じ
で
は
な
い
。
今
を
盛
り
の
蓄
被
色
の
頬
の
君
よ
・
・
半
ば
死
ん
で
い
る
白
髪
の
老
人
を
憐
れ
み
た
ま
え
。
乙
れ
も
「
花
」
の
世
界
は
全
体
・
不
変
の
相
に
、
「
人
」
の
世
界
は
個
別
・
変
転
の
相
に
、
固
定
し
た
形
で
記
述
さ
れ
る
。
右
の
沈
畑
や
劉
希
夷
の
天
人
対
は
、
第
二
章
に
挙
げ
た
劉
禎
詩
や
曹
植
詩
の
天
人
対
、
さ
ら
に
は
第
三
章
に
挙
げ
た
潜
岳
哀
辞
や
陸
雲
詩
の
天
人
対
を
想
起
さ
せ
る
。
た
と
え
ば
曹
植
詩
に
は
「
天
地
に
終
極
無
し
・
人
命
は
朝
霜
の
若
し
」
、
潜
岳
の
哀
辞
に
は
「
校
校
た
る
宵
月
、
戦
ち
盈
ち
載
ち
微
く
・
'
冥
冥
た
る
公
子
、
一
た
び
往
き
て
追
い
え
ず
」
と
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
の
天
人
対
も
、
自
然
界
は
全
体
・
不
変
の
相
、
人
間
界
は
個
別
・
変
転
の
相
に
固
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
必
然
的
に
反
対
と
な
る
。
沈
畑
や
劉
希
夷
の
天
人
対
は
、
こ
れ
ら
と
発
想
を
一
に
し
つ
つ
、
官
植
詩
よ
り
も
形
象
を
具
体
化
し
、
潜
岳
哀
辞
の
四
句
を
ニ
句
に
集
約
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
か
れ
ら
の
天
人
対
は
視
点
が
固
定
し
て
揺
る
が
な
い
た
め
に
、
単
純
な
言
い
切
り
の
形
を
取
り
得
、
そ
れ
ゆ
え
簡
明
で
爽
快
で
あ
る
。
加
え
て
劉
希
夷
詩
は
沈
畑
賦
よ
り
、
沈
畑
賦
は
曹
植
詩
よ
り
、
い
っ
そ
う
同
一
語
を
多
用
し
て
い
る
か
ら
、
騒
快
な
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
、
意
味
の
簡
明
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さ
が
こ
れ
に
相
倹
っ
て
、
愛
唱
さ
れ
や
す
い
こ
聞
を
持
つ
。
だ
が
、
あ
ま
り
に
単
純
に
割
り
切
ら
れ
す
ぎ
て
い
る
た
め
に
、
通
俗
性
も
ま
た
免
れ
が
た
い
。
陸
機
「
歎
逝
賦
」
の
天
人
対
を
裂
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
別
の
形
で
越
え
た
の
は
、
む
し
ろ
賂
賓
王
「
易
水
に
人
を
送
る
」
(
『
路
賓
王
文
集
』
巻
四
)
の
、
判
別
軒
を
詠
じ
た
次
の
詩
句
で
は
な
か
っ
た
か
。
此
地
別
燕
丹
。
壮
髪
上
街
冠
。
昔
時
人
巳
没
・
'
今
日
水
猶
寒
。
こ
の
地
で
燕
の
太
子
丹
と
別
れ
た
。
壮
士
の
髪
は
逆
立
っ
て
冠
を
衝
い
た
。
昔
人
は
と
っ
く
に
没
し
た
が
・
ム
7
水
は
依
然
冷
た
い
。
一
二
・
四
句
目
が
、
人
事
と
自
然
を
反
対
に
仕
立
て
た
天
人
対
で
あ
り
、
三
句
目
が
「
人
」
を
個
別
に
変
転
の
相
で
、
四
句
目
が
「
水
」
を
全
体
と
し
て
不
変
の
相
で
、
固
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
。
だ
が
、
四
句
目
の
「
水
」
に
、
第
三
章
に
挙
げ
た
『
詩
経
』
「
戦
駆
」
以
来
用
い
ら
れ
て
き
た
「
人
」
の
群
れ
の
喰
詞
と
し
て
の
「
水
」
を
重
ね
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
四
句
目
は
、
「
人
」
を
も
全
体
と
し
て
不
変
の
相
で
と
ら
え
た
も
の
と
も
読
み
取
れ
る
。
個
々
の
「
人
」
、
た
と
え
ば
剰
刺
個
人
は
、
す
で
に
何
世
紀
も
前
に
始
皇
帝
暗
殺
に
失
敗
し
て
「
没
」
し
た
。
だ
が
剤
胸
の
よ
う
な
「
人
」
び
と
は
、
捌
川
胸
と
同
じ
く
潔
烈
た
る
(
「
寒
」
)
志
を
懐
き
、
長
大
な
時
間
の
中
を
治
活
と
流
れ
続
け
、
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
詩
人
自
身
も
そ
の
流
れ
を
担
う
「
水
」
滴
の
一
粒
な
の
だ
と
い
う
自
負
が
、
言
外
に
一
語
ら
れ
る
。
か
く
路
賓
王
の
天
人
対
は
、
「
人
」
の
対
語
で
あ
る
時
の
「
水
」
の
多
義
性
を
利
用
し
て
、
人
事
の
世
界
を
両
様
の
相
で
と
ら
え
、
絶
え
る
こ
と
の
な
い
希
望
を
表
し
た
も
の
と
読
み
と
れ
る
。
そ
れ
は
陸
機
の
天
人
対
が
帯
び
る
ペ
シ
ミ
ズ
ム
を
雄
壮
き
で
乗
り
越
え
ん
と
す
る
、
初
盛
唐
詩
の
新
た
な
胎
動
を
告
げ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
七
む
す
び
に
か
え
て
l
i陸
機
の
天
人
対
「
天
」
字
と
「
地
」
字
と
を
直
接
に
対
に
織
り
込
む
「
天
」
「
人
」
対
は
、
第
二
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
陸
機
の
詩
に
際
立
っ
て
多
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
中
に
占
め
る
同
対
の
比
率
の
高
さ
が
注
目
さ
れ
た
。
三
園
以
来
の
「
天
」
「
人
」
対
は
、
多
く
「
天
」
の
長
久
を
楽
観
的
に
前
は
ん
つ
い
提
と
し
て
、
そ
れ
に
変
転
常
無
い
「
人
」
を
対
置
さ
せ
る
反
対
の
形
を
採
る
が
、
陸
機
の
「
天
」
「
人
」
対
は
、
『
易
」
の
循
環
の
思
想
を
取
り
入
れ
た
揚
雄
「
太
玄
賦
」
や
院
籍
「
詠
懐
詩
」
其
の
四
十
二
を
受
け
継
ぎ
、
天
に
も
無
常
の
刻
印
を
押
す
。
と
は
い
え
、
第
二
章
に
縄
け
た
「
天
」
「
人
」
対
で
は
す
べ
て
、
対
偶
の
前
後
の
文
が
人
事
を
述
べ
て
、
対
偶
の
「
人
」
の
句
と
統
辞
的
関
係
を
為
し
て
お
り
、
焦
点
は
あ
く
ま
で
人
事
の
方
に
あ
っ
た
。
人
事
へ
の
焦
点
化
は
、
第
一
一
一
章
以
下
に
述
べ
た
、
自
然
及
び
人
事
の
具
体
例
を
対
偶
と
す
る
天
人
対
に
も
顕
著
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
同
対
の
天
人
対
で
は
、
自
然
を
叙
す
一
方
が
、
人
事
を
叙
す
他
方
及
び
天
人
対
前
後
の
文
と
、
明
確
に
範
列
的
関
係
を
形
づ
く
り
、
自
然
を
叙
す
一
方
が
喰
、
人
事
を
叙
す
他
方
が
地
の
文
章
と
と
も
に
そ
の
被
験
と
し
て
位
置
付
い
て
い
た
。
仰
つ
ま
り
、
対
偶
に
焦
点
を
合
わ
せ
れ
ば
、
地
の
文
か
ら
天
人
対
が
切
他
り
取
ら
れ
る
の
だ
が
、
鳴
に
焦
点
化
す
れ
ば
、
天
人
対
の
う
ち
自
然
一
を
叙
す
一
方
の
み
が
鳴
と
し
て
切
り
取
ら
れ
、
そ
れ
が
、
人
事
を
叙
朴
す
他
方
と
地
の
文
章
と
の
連
接
か
ら
、
浮
き
出
る
の
で
あ
る
。
哨
こ
れ
が
、
陸
機
「
豪
士
賦
序
」
の
天
人
対
で
は
一
変
す
る
。
「
豪
士
山
町
賦
序
」
の
天
人
対
で
は
、
自
然
を
叙
す
一
方
も
人
事
を
叙
す
他
方
も
、
矧
と
も
に
そ
の
前
後
の
句
と
は
述
語
部
分
で
し
か
一
致
せ
ず
、
地
の
文
自
章
に
対
し
て
範
列
的
関
係
を
形
づ
く
り
、
双
方
と
も
地
の
文
章
に
対
恥
す
る
輸
と
な
る
。
つ
ま
り
、
対
偶
に
焦
点
化
し
で
も
織
に
焦
点
化
し
西
て
も
、
切
り
取
ら
れ
て
浮
き
出
る
の
は
、
天
人
対
と
な
る
。
さ
ら
に
らか
天
人
対
内
部
で
は
、
自
然
を
叙
す
一
方
が
人
事
を
叙
す
他
方
に
先
行
蛾
し
て
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
ま
ず
地
の
文
章
に
類
似
し
た
像
が
自
然
一
か
ら
選
択
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
像
に
類
似
し
た
像
が
、
人
事
か
ら
選
対
択
さ
れ
る
形
と
な
る
。
後
置
さ
れ
る
人
事
の
「
類
似
し
た
像
」
が
、
地
玖
の
文
章
を
唱
喰
え
る
と
と
も
に
、
先
行
す
る
自
然
の
「
類
似
し
た
像
」
を
の
さ
ら
に
喰
え
る
の
で
、
天
人
対
内
部
を
見
れ
ば
、
自
然
を
叙
す
一
方
幽
が
被
除
、
人
事
を
叙
す
他
方
が
倫
と
な
り
、
一
般
の
天
人
対
と
は
逆
の
構
造
を
示
す
。
置
か
れ
方
が
逆
な
ら
、
一
般
の
天
人
対
と
同
じ
に
な
る
。
37 
か
く
「
豪
士
賦
序
」
の
天
人
対
の
双
方
は
、
同
一
機
能
を
持
つ
同
格
の
文
と
し
て
、
完
全
に
互
換
可
能
・
越
境
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
可
能
性
が
開
け
た
か
ら
こ
そ
、
「
歎
逝
賦
」
の
天
人
対
が
存
在
し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
歎
逝
賦
」
は
ま
ず
、
自
然
と
人
事
と
の
、
一
見
あ
り
ふ
れ
た
同
対
を
提
示
す
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
同
対
は
、
対
偶
の
後
半
で
、
反
対
へ
と
ひ
そ
や
か
に
寝
返
る
。
自
然
が
外
部
か
ら
僻
敵
さ
れ
る
の
に
反
し
、
人
事
は
個
別
に
内
部
か
ら
凝
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
書
き
手
が
人
に
属
す
る
が
ゆ
え
の
、
あ
る
種
切
実
な
寝
返
り
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
続
く
第
二
の
対
偶
で
は
、
そ
の
外
部
か
ら
と
内
部
か
ら
と
の
両
方
の
視
線
が
、
と
も
に
人
事
の
位
界
を
貫
き
と
お
す
。
さ
ら
に
第
三
の
対
偶
で
は
、
両
視
線
が
と
も
に
自
然
の
世
界
内
に
侵
入
し
て
融
合
す
る
。
一
一
つ
の
視
線
が
、
二
つ
の
世
界
を
、
柔
軟
に
執
搬
に
腕
め
回
し
つ
つ
越
境
す
る
。
対
偶
と
い
う
坑
道
に
沿
っ
て
、
天
と
人
と
の
聞
を
行
き
つ
戻
り
つ
す
る
二
つ
の
視
線
は
、
や
が
て
、
天
と
人
、
働
央
と
諦
観
と
を
溜
然
と
含
み
込
む
複
眼
の
地
平
を
拓
く
だ
ろ
う
。
「
歎
逝
賦
」
の
天
人
対
に
は
、
沈
畑
賦
や
劉
希
夷
詩
の
天
人
対
の
よ
う
な
鮮
や
か
な
爽
快
感
は
な
い
。
ま
た
一
方
、
酪
賓
王
詩
の
そ
れ
の
よ
う
な
力
強
い
合
意
を
持
つ
に
も
至
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
対
偶
が
巧
み
な
整
斉
に
奉
仕
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
割
り
切
れ
ず
整
理
し
得
な
い
海
然
た
る
世
界
を
も
提
示
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
や
が
て
は
杜
甫
「
登
高
」
の
よ
う
な
言
葉
を
も
産
み
出
し
う
る
も
の
で
あ
る
可
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能
性
を
、
こ
の
三
世
紀
に
お
け
る
修
辞
の
名
匠
に
し
て
割
り
切
る
こ
と
に
不
器
用
な
書
き
手
は
、
我
々
に
垣
間
見
せ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
、王
(
l
)
『
高
橋
和
巳
作
品
集
』
九
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
三
。
初
出
は
『
中
国
文
学
報
』
十
て
一
九
五
九
年
、
同
十
二
、
一
九
六
O
年。
(2)
尤
表
本
李
善
注
『
文
選
』
(
石
門
図
書
有
限
公
司
、
一
九
七
六
年
)
巻
四
六
に
拠
る
。
な
お
、
以
下
の
引
用
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
重
来
宋
本
十
三
経
注
疏
』
(
芸
文
印
書
館
、
一
九
七
六
年
六
版
)
、
百
柄
本
二
十
四
史
(
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
年
初
版
、
一
九
八
一
年
台
五
版
)
、
『
華
陽
国
志
』
(
四
部
叢
刊
影
明
紗
本
)
、
『
芸
文
類
夜
』
(
中
華
書
局
彩
宋
刊
本
、
一
九
五
九
年
)
、
『
太
平
御
覧
』
(
中
華
書
局
影
宋
刊
本
、
一
九
六
O
年
)
、
玉
逸
『
鎧
辞
章
句
』
(
芸
文
印
書
館
影
明
刊
本
、
一
九
七
四
年
再
版
)
、
黄
節
註
・
輩
悦
之
校
訂
『
院
歩
兵
詠
懐
詩
註
』
(
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
四
年
)
、
蛾
明
揚
校
注
『
愁
康
集
校
注
』
(
韓
友
社
)
、
『
晋
ニ
俊
先
生
文
集
』
(
凹
部
議
刊
影
明
翻
宋
本
)
、
『
路
賓
玉
文
集
』
(
四
部
被
刊
影
明
翻
元
本
)
、
『
古
文
苑
』
(
四
部
叢
刊
影
宋
刊
本
)
、
『
文
館
詞
林
』
(
古
典
研
究
会
影
弘
仁
紗
本
、
一
九
六
九
年
)
、
『
文
苑
英
翠
」
(
中
華
書
局
影
明
刊
本
、
一
九
六
六
年
第
一
版
二
九
八
二
年
北
京
第
二
次
印
刷
)
、
『
楽
府
詩
集
』
(
文
学
古
籍
刊
行
社
影
宋
刊
本
、
一
九
五
五
年
)
、
活
文
澗
『
文
心
臨
簡
註
」
(
商
務
印
書
館
香
港
分
館
、
一
九
六
O
年
、
一
九
七
二
年
霊
印
)
、
葛
立
方
『
韻
語
陽
秋
」
(
歴
代
詩
話
本
、
乾
隆
三
五
九
年
序
刊
)
、
「
文
鋭
秘
府
論
」
(
東
方
文
化
学
院
影
印
古
抄
本
O
年
)
に
拠
る
。
(3)
呉
則
院
編
著
『
長
氏
春
秋
柴
釈
』
(
中
華
醤
局
、
一
九
六
二
年
)
内
稿
諌
上
第
一
を
参
照
。
(4)
た
と
え
ば
「
文
心
雌
龍
』
鹿
辞
篇
に
「
故
郎
辞
之
体
、
凡
有
四
対
。
言
対
為
易
、
事
対
為
灘
、
反
対
為
優
、
正
対
為
劣
」
。
(5)
李
祥
林
「
詩
中
有
元
連
珠
対
?
」
(
『
江
海
学
刊
』
一
九
九
O
年
(
五
)
)
一五
O
頁
の
用
語
に
拠
る
。
古
田
敬
一
『
中
国
文
学
に
お
け
る
対
句
と
対
句
論
』
(
風
間
書
官
房
一
九
八
二
年
)
六
五
頁
以
下
は
「
三
句
対
」
と
称
す
。
(6)
そ
れ
ぞ
れ
「
物
不
産
於
泰
、
可
宝
者
多
。
士
不
産
於
泰
、
願
忠
者
衆
」
、
「
兎
糸
生
有
時
、
夫
婦
会
有
宜
」
、
「
混
混
湖
沼
魚
、
習
習
激
清
流
。
温
温
乱
国
民
、
業
業
仰
前
情
」
、
「
畿
邪
害
公
正
、
浮
雲
弱
白
日
」
。
(7)
滞
岳
諒
、
左
思
賦
、
左
思
詩
、
お
よ
び
三
例
の
陸
雲
詩
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
鳥
則
択
木
、
巨
亦
簡
君
」
、
「
且
夫
寒
谷
豊
黍
、
吹
律
暖
之
也
。
昏
情
爽
昭
、
減
規
顕
之
也
」
、
「
習
習
館
中
鳥
、
挙
闘
触
四
隅
。
落
落
窮
巷
士
、
抱
影
守
空
廠
」
、
「
神
林
何
有
、
奇
輩
妙
実
。
皇
朝
如
何
、
窮
文
極
質
」
、
「
中
和
南
金
、
終
始
一
色
。
顕
允
君
子
、
窮
達
一
徳
」
、
「
物
以
曲
全
、
人
以
直
生
」
。
(8)
潜
岳
の
他
の
五
例
は
「
相
彼
鳥
失
、
和
嶋
峻
明
。
矧
伊
蘭
子
、
音
影
冥
冥
」
(
「
為
任
子
成
要
作
孤
女
沢
閲
哀
辞
」
、
『
芸
文
類
岡
市
』
巻
三
十
四
)
、
「
宣
地
勢
之
安
危
、
信
人
事
之
否
泰
」
(
「
西
征
賦
」
、
『
文
選
』
巻
十
)
、
「
何
逝
没
之
相
尋
、
曾
旧
草
之
未
異
」
(
「
懐
旧
賦
」
、
『
文
選
』
巻
十
六
)
、
「
栄
筆
陣
其
始
茂
今
、
良
人
忽
以
摘
背
」
(
「
寡
婦
賦
」
、
「
文
選
』
巻
十
六
)
、
陸
雲
詩
は
「
物
以
曲
全
、
人
以
直
生
」
(
前
掲
「
答
呉
主
上
将
願
処
微
詩
」
九
翠
其
の
ご
。
(
日
)
陸
機
「
演
連
珠
」
五
十
首
に
三
例
見
ら
れ
る
第
二
類
の
天
人
対
は
、
い
ず
れ
も
『
詩
経
」
以
来
の
そ
れ
と
同
型
・
同
質
で
あ
り
、
小
論
で
は
取
)
り
上
げ
な
い
。
市
(
叩
)
陳
琳
害
、
応
陥
刊
誌
、
潜
岳
訴
、
陸
機
煩
、
哀
宏
序
賛
に
あ
る
当
該
の
山
口
対
偶
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
夫
総
駿
垂
於
林
桐
、
鴻
後
取
翼
於
汗
池
」
、
「
夫
一
皮
朽
者
毛
落
、
川
澗
者
魚
逝
」
、
「
春
闘
摺
茎
、
方
茂
其
華
。
刑
宝
挺
瑛
、
粧
将
剖
子
和
」
、
「
弘
海
者
川
、
崇
山
惟
壌
」
、
「
潜
魚
択
淵
、
高
鳥
候
何
。
様
鳳
不
及
楼
、
龍
不
暇
伏
。
谷
無
幽
的
、
嶺
無
亭
菊
」
。
か
(
日
)
日
向
注
や
後
出
の
呂
延
済
注
は
、
足
利
学
校
遺
跡
図
書
館
後
援
会
偶
『
文
選
』
(
汲
古
書
院
、
一
九
七
四
年
1
七
五
年
)
及
び
影
隙
八
郎
本
に
討
拠
る
。
至
(
ロ
)
た
だ
し
、
興
膳
宏
『
潜
岳
陸
機
』
(
筑
摩
書
一
一
房
一
九
七
三
年
こ
配
八
二
頁
は
「
人
舟
蒋
」
句
を
「
し
か
し
、
一
人
一
人
の
人
聞
は
、
間
断
酋
な
く
確
実
に
過
去
へ
と
押
し
流
さ
れ
て
い
る
の
だ
」
と
、
逆
援
の
接
続
料
詞
を
介
し
て
言
い
換
え
、
本
論
に
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
対
偶
が
反
察
対
の
要
素
を
含
み
、
後
聯
が
個
の
内
部
に
即
し
た
視
点
か
ら
と
ら
え
J
づ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
一
(
日
)
そ
れ
ぞ
れ
、
「
波
泊
泊
分
来
迎
、
魚
鱗
鱗
守
駿
予
」
(
『
縫
辞
』
)
、
「
浴
対
潜
武
渓
一
何
深
」
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
七
十
四
)
、
「
陪
彼
黒
水
、
治
活
其
臥
流
」
(
『
文
選
』
巻
二
十
三
)
、
「
治
活
江
浪
、
南
国
之
紀
」
(
前
掲
)
、
「
汎
の
舟
洛
川
、
済
彼
黄
河
0
・
:
逝
逝
論
満
、
治
活
洪
波
」
(
「
文
館
詞
林
』
巻
鵬
一
五
七
)
、
「
治
活
九
江
、
山
川
阻
遠
」
(
同
巻
一
五
一
)
、
「
悠
脱
却
岱
陰
、
治
活
江
演
」
(
同
巻
一
五
七
)
。
(M)
「
老
骨
舟
守
既
極
、
不
寝
近
守
愈
肱I
」
(
九
歌
「
大
司
命
」
)
、
「
老
骨
39 
舟
其
将
至
守
、
恐
修
名
之
不
立
」
(
離
騒
)
、
「
歳
忽
初
日
其
若
頒
守
、
時
亦
舟
舟
而
将
至
」
(
九
章
「
悲
回
風
」
)
、
「
歳
忽
忽
而
遁
尽
守
、
老
舟
舟
而
食
弛
」
(
宋
玉
「
九
弁
」
)
、
「
寿
舟
舟
市
日
衰
今
、
国
他
国
而
不
息
」
(
賢
誼
「
惜
醤
」
)
、
「
飲
愁
体
而
委
惰
号
、
老
舟
舟
而
迷
之
」
(
厳
忌
「
哀
時
命
」
)
。
(
日
)
そ
れ
ぞ
れ
、
「
歳
忽
忽
而
日
逝
今
、
寿
舟
骨
其
不
与
」
(
「
後
漢
書
』
列
伝
巻
十
八
下
溺
桁
伝
下
)
、
「
舟
骨
老
将
至
、
何
時
反
故
郷
」
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
三
十
七
)
、
「
念
余
年
之
骨
骨
、
忽
一
過
其
如
馳
。
信
神
気
之
梢
衰
」
(
「
芸
文
類
取
市
」
巻
二
十
六
)
、
「
時
舟
舟
、
近
桑
撤
」
(
『
宋
書
』
巻
二
十
二
楽
志
)
。
た
だ
し
漢
代
の
「
品
川
骨
」
に
は
、
「
古
詩
」
十
九
首
其
八
の
「
舟
持
孤
生
竹
」
(
「
文
選
」
巻
二
九
)
や
王
祭
「
迷
迭
賦
」
の
「
挺
碍
碍
之
柔
茎
」
(
『
芸
文
類
衆
」
巻
八
ご
な
ど
の
よ
う
に
、
植
物
の
細
長
く
し
な
や
か
な
さ
ま
や
、
「
拠
歌
羅
数
行
」
の
「
持
持
府
中
趨
」
三
宋
書
』
巻
二
一
楽
志
)
や
世
菅
直
「
背
衣
賦
」
の
「
倍
長
舟
舟
」
(
『
芸
文
類
同
点
』
巻
三
五
)
の
よ
う
に
、
若
い
男
女
の
ず
ら
り
と
し
な
や
か
な
姿
態
を
表
す
も
の
も
出
現
す
る
ロ
小
論
は
、
平
成
十
三
年
度
・
十
四
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
線
研
究
(C)
「
中
国
貌
晋
南
北
朝
の
修
辞
文
学
に
お
け
る
形
似
表
現
と
玄
学
表
現
の
分
析
及
び
相
互
関
連
に
関
す
る
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
